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第１回久慈市議会臨時会会議録（第２日） 

 

議事日程第２号 

  平成18年３月17日（金曜日）午後１時30分開議 

 第１ 議案第１号（質疑、討論、採決） 

 第２ 議案第２号（質疑、討論、採決） 

 第３ 議案第３号（質疑、討論、採決） 

 第４ 議案第４号（質疑、討論、採決） 

 第５ 議案第５号（質疑、討論、採決） 

 第６ 議案第６号（質疑、討論、採決） 

 第７ 議案第７号（質疑、討論、採決） 

 第８ 議案第８号（質疑、討論、採決） 

 第９ 議案第９号（質疑、討論、採決） 

 第10 閉会中における委員会の所管事項調査の件 

──────────────────── 

会議に付した事件 

 日程第１ 議案第１号 久慈市役所の位置を定める 

   条例ほか182件の条例の専決処分に関し承認を 

   求めることについて 

 日程第２ 議案第２号 平成17年度久慈市一般会計 

   暫定予算ほか12件の暫定予算の専決処分に関し 

   承認を求めることについて 

 日程第３ 議案第３号 町又は字の区域の設定及び 

   字の区域の廃止並びに字の名称の変更の専決処 

   分に関し承認を求めることについて 

 日程第４ 議案第４号 公平委員会の事務の委託に 

   関する協議の専決処分に関し承認を求めること 

   について 

 日程第５ 議案第５号 相互救済事業の普通地方公 

   共団体の利益を代表する全国的な公益法人への 

   委託に関する専決処分に関し承認を求めること 

   について 

 日程第６ 議案第６号 過疎地域とみなされる区域 

   に係る久慈市過疎地域自立促進計画の策定の専 

   決処分に関し承認を求めることについて 

 日程第７ 議案第７号 指定金融機関の指定の専決 

   処分に関し承認を求めることについて 

 日程第８ 議案第８号 一般職の職員の給与に関す 

   る条例の一部を改正する条例 

 日程第９ 議案第９号 岩手県市町村総合事務組合 

   を組織する地方公共団体の数の増減及び岩手県 

   市町村総合事務組合規約の一部変更の協議に関 

   し議決を求めることについて 

 日程第10 閉会中における委員会の所管事項調査の 

   件 

──────────────────── 

出席議員（39名） 

１ 番 木ノ下 祐 治君 ２ 番 下川原 光 昭君 

３ 番 澤 里 富 雄君 ４ 番 大矢内 利 男君 

５ 番 堀 崎 松 男君 ６ 番 小 倉 建 一君 

７ 番 中 沢 卓 男君 ８ 番 砂 川 利 男君 

９ 番 二 橋   修君 10 番 戸 﨑 武 文君 

11 番 中 平 浩 志君 12 番 播 磨 忠 一君 

13 番 皆 川 惣 司君 14 番 小 栁 正 人君 

15 番 大久保 隆 實君 16 番 桑 田 鉄 男君 

17 番 山 口 健 一君 18 番 落 安 忠 次君 

19 番 石 渡 高 雄君 20 番 田 表 永 七君 

21 番 中 塚 佳 男君 22 番 下斗米 一 男君 

23 番 八重櫻 友 夫君 24 番 大 沢 俊 光君 

25 番 山    榮君 26 番 髙屋敷 英 則君 

27 番 下 舘 祥 二君 28 番 蒲 野   寛君 

29 番 清 水 崇 文君 30 番 小野寺 勝 也君 

31 番 城 内 仲 悦君 32 番 八木巻 二 郎君 

33 番 宮 澤 憲 司君 34 番 濱 欠 明 宏君 

35 番 東   繁 富君 36 番 菊 地 文 一君 

37 番 大 上 精 一君 38 番 嵯 峨 力 雄君 

39 番 谷 地 忠 一君  

欠席議員（なし） 

──────────────────── 

事務局職員出席者 

事 務 局 長 嵯峨  哲 
総務企画部付 
部 長 
議会事務局勤務 

亀 田 公 明

事務局次長 岩 井  勉 事務局次長 一田 昭彦
庶務グループ
総 括 主 査 大森 正則 

議事グループ 
総 括 主 査 和野 一彦

主 事 大内田博樹   

──────────────────── 

説明のための出席者 

市長職務執行者 清水 恭一君 総務企画部長 末﨑 順一君
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総務企画部付部長 下舘 満吉君 市民生活部長 岩泉 敏明君
健康福祉部長 
(兼)福祉事務所長 佐々木信蔵君 農林水産部長 中森 健二君

産業振興部長 卯道 勝志君
建 設 部 長 
(兼)水道事業所長 嵯峨喜代志君

山形総合支所長 角  一志君 山形総合支所次長 野田口 茂君

教 育 長 鹿糠 芳夫君 教 育 次 長 大湊 清信君
選挙管理委員会 
委 員 長 鹿糠 孝三君

農 業 委 員 会 
会 長 荒澤 光一君

総 務 企 画 部 
総 務 課 長 
(併)選管事務局長 

砂子  勇君
教 育 委 員 会 
総務学事課長 宇部 辰喜君

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 中新井田勉君

総務企画部付課長 
監 査 委 員 
事 務 局 勤 務 

賀美 吉之君

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午後１時30分   開議 

○議長（菊地文一君） これより本日の会議を開きま

す。出席議員は38名であります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

諸般の報告 

○議長（菊地文一君） この際、諸般の報告を申し上

げます。 

 初めに、議会運営委員長及び久慈市議会広報編集特

別委員長から、委員長及び副委員長が選任された旨報

告がありました。 

 議会運営委員長に濱欠明宏君、同副委員長に小栁正

人君、久慈市議会広報編集特別委員長に小野寺勝也君、

同副委員長に下川原光昭君、以上のとおりであります。 

 次に、当職から提出議案１件をお手元に配付いたし

ております。 

 次に、昨日３月16日付をもって議会事務局職員の人

事異動を行いましたので、当該職員を紹介いたします。 

 事務局長、嵯峨哲、次長、岩井勉、次長、一田昭彦、

主幹兼総括主査、大森正則、主幹兼総括主査、和野一

彦、主任、久慈志織、主事、大内田博樹。以上であり

ます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１ 議案第１号 

○議長（菊地文一君） 日程第１、議案第１号「久慈

市役所の位置を定める条例ほか182件の条例の専決処

分に関し承認を求めることについて」説明を求めます。

末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） それでは、議案第１

号につきましてご説明申し上げます。 

 専決処分いたしました条例は、お手元に配付いたし

ております議案第１号参考資料のとおり、合計183件

であります。旧久慈市と山形村には、合計321件の条

例がございましたが、このうち重複しているもの等、

例えばそれぞれの役所、役場の位置を定める条例や情

報公開条例など、同様の内容の条例を定めたものが86

件ございました。残りが235件になりますが、このう

ち漸次制定とされた条例が４件あり、これは主に議会

関係の条例であります。 

 また、統合した条例が19件ございます。例えば山形

村電子計算機処理に係る個人情報の保護に関する条例

を久慈市個人情報保護条例に統合したもの、山形村で

別々に定められておりました特別職の職員の給与条例

と旅費支給条例を統合したものなどであります。 

 また、廃止した条例が29件ございます。これは、固

定資産税の納期の特例など時限的に定めた条例である

ものや、合併協議会での協議結果に基づき事業を終了、

中止、廃止したものであります。これら漸次・統合・

廃止の条例は合わせて52件でありまして、重複してい

る条例を除いた235件から52件を差し引いた183件を、

今回専決処分したものであります。 

 なお、この183件のうち、条例第58号のふるさと活

性化創造基金条例につきましては、旧山形村の「潤い

のあるふるさと創生基金」を引き継ぎ、地域コミュニ

ティの振興を図るための基金として設置したものであ

ります。 

 また、条例第172号の市長職務執行者の給与及び旅

費に関する条例は、地方自治法の規定により、市長職

務執行者の給与及び旅費に関し、市長の例により必要

な事項を定めたものであります。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（菊地文一君） 質疑を許します。31番城内仲

悦君。 

○31番（城内仲悦君） 質問の第１点は、この分厚い

議案書をいただきましたけれども、実はこれにページ

数がないんですよ。精査するときに、例えばどうやっ

てこれ審査を、質問がないと思っているんでしょうか、

あなた方は。議案としてどうなんでしょう。２号を見

たら２号も同じように、こういうふうにとじてありま

すけれども、すべてページ入っているんですよ。 

 専決処分案だから、ページ数要らないんですか。そ

の辺、議案としての体をなしていないんじゃないです

か。事務方としてこれどういうふうに思っていますか。

これ非常に見苦しくてね。見なくてもいいというよう

な出し方じゃないですか、これ。その点まずお聞かせ
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をというのが第１点です。 

 それから、21番の個人情報保護条例に関連すると

思ってお聞かせ願いたいんですが、今テレビのニュー

ス等で、いわゆるパソコンのウィニーの問題。ウィ

ニーといったと思うんですが、あの問題で多くの公共

的機関あるいは民間も含めてそうですけれども、物す

ごい勢いで個人情報が漏れていますね。久慈市役所内

でも、このウィニーというソフトを使って、いわゆる

公的機関のものが個人のパソコンに入ると。そうする

と、パソコンのウイルスに感染をして、全部データが

出ちゃうという状況が出ているわけですけれども、当

久慈市の場合、そういった心配がないのか。あるいは

ウィニーを使っている個人がいるのか。調査をしたの

かお聞かせください。 

 以上です。 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） まず、今回提出しま

したこの条例の部分について、ページ数がつけられて

いないということについてのご質問でありますが、こ

れは、この条例案につきましては、従前からページ数

を付していないということで、その形で提案をさせて

いただきました。そして、この条例番号がついている

ので、従前の形でわかってもらえるのではないかとい

う考え方でございます。 

 そして、予算につきましてはページ数を振ってある

ということでありますが、これも従前の例によりまし

て、各特別会計ごとにページ数を振って提案をさせて

いただきました。それぞれの議案に番号が付してあり

ますので、これでご理解をいただきたいと思います。 

 ウィニーにつきましては、確認をしてお答えをいた

します。 

○議長（菊地文一君） 31番城内仲悦君。 

○31番（城内仲悦君） 従前の例だからページ数をつ

けなかったと言いますけれども、それは例えば普通の

議案、１件１件来たときのだったら理解できるかもし

れません。しかし、今回は183件というのをずばっと

とじてきて、見なさいと言ったって、そんな不親切な

やり方はないと。そうであれば通し番号つけるなりし

てもらわないと、審査をしにくいわけです。これはぜ

ひ、余り今後はこのようなことはないかと思いますけ

れども、いずれ条例についてもページ数つけるなりし

ていただかないと、今後そういった対策をとっていた

だきたいと思いますが、お聞かせください。 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 私どもといたしまし

ては、条例ごとの番号と各条の数でご理解いただける

かと思ったのでございますが、今のご意見を拝聴いた

しますと、そういった配慮も必要であったのかなと思

います。ただ、今回につきましてはこの条例の数字、

そして条の数、これでご理解をいただきたいと思いま

す。よろしくお願いをいたします。 

○議長（菊地文一君） 30番小野寺勝也君。 

○30番（小野寺勝也君） ２点お聞かせください。 

 条例番号76の市税条例にかかわって２点お尋ねいた

します。 

 固定資産税の税率については、久慈市の税率の100

分の1.5と、３年間はそれぞれの税率とすると。山形

町の場合で見ると、標準税率の100分の1.4を３年後に

は100分の1.5にするという内容だと思うんですが、３

年後に100分の1.4が100分の1.5になった場合の負担増

ですね。どれぐらいになるのかお聞かせください。そ

れが第１点。 

 第２点は、国民健康保険税の税率については、それ

ぞれの税率でいくんだということですわね。これは

ずっとこういう２制度でいくということなのかどうか。

その点お聞かせください。 

 以上です。 

○議長（菊地文一君） 岩泉市民生活部長。 

○市民生活部長（岩泉敏明君） 1.4が1.5になったと

いう数字でございますが、ただいま数字持ち合わせて

いないので、後でご答弁をしたいと思います。 

 それから、国保税の税率につきましての質問でござ

いますが、これにつきましては、19年度までは現行の

旧市村の税率でいって、そしてその後におきまして、

調整をとりながら実施して、23年度に至りましたなら

ば、統一したものでいきたいというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（菊地文一君） 30番小野寺勝也君。 

○30番（小野寺勝也君） 今の税負担の問題ですが、

合併協議のそもそもの当初の時点でいえば、給付は厚

い方に、負担は軽い方にというのが基本的な考え方で

はなかったのかなというふうに承知をしているわけで

すが、そういう点からすると、この負担も重い方にな
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るということになろうかと思うんですが、その点はい

かがでしょう。 

○議長（菊地文一君） 岩泉市民生活部長。 

○市民生活部長（岩泉敏明君） 確かに1.4から1.5に

なるということになりますと、負担増になるというこ

とでありますが、ただ、やはりこういったことにつき

ましても、将来の財政状況等を勘案しながら、やっぱ

り決めていく必要があるかなと、そういうふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（菊地文一君） 保留答弁はすぐできるんです

か。先ほどの保留答弁。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 先ほどご質問があり

ましたウィニーについてでありますけれども、ウィ

ニーのソフトは現在使用しておりません。個人のデー

タは公用に使わないように通知をしているところでご

ざいますし、公用のパソコンは持ち出し禁止となって

ございます。 

 さらに住基情報につきましては、クローズといいま

すか、外と遮断した形での回線でネットを組んでおり

まして、インターネットからの感染は考えられないと

ころでございます。 

 以上です。 

○議長（菊地文一君） 31番城内仲悦君。 

○31番（城内仲悦君） 今、使用していないというこ

とでした。それで安心しました。持ち出し禁止だとい

うことが、だから安全だということです。 

 ただ、これが、今出ているのもあちこちで持ち出し

禁止なんですよ。持ち出し禁止だけれども、しかし、

やっていたというのが出ているわけですからね。そう

いった点では、ウィニーを使っていないということに

ついては、そういう状況だということはわかりました

けれども、その点でいずれ、持ち出しを禁止していた

けれども、出たというのがあるわけですから、その点

もきちんと今後対策をやっていただきたいし、全国で

今起こっているようなことが、よもや久慈市から起き

てはならないと私は思うので、そういった点での今後

の対応策をもうちょっときちっとやっていただきたい

なと思いますが、お聞かせください。 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） ご指摘の点につきま

しては、ファイアウオール等ありますが、そして個人、

職員がそのようなことをしないように研修、そして周

知徹底を図ってまいりたいと思います。 

○議長（菊地文一君） 岩泉市民生活部長、答弁は。

採決に入りますので、採決前に保留答弁をできれば答

弁してください。ただいま調査中でございますので、

暫時休憩いたします。 

午後１時42分   休憩 

──────────────────── 

午後１時43分   再開 

○議長（菊地文一君） 再開します。 

 答弁を求めます。岩泉市民生活部長。 

○市民生活部長（岩泉敏明君） 1.4から1.5になった

部分でございますが、旧山形村部分で700万程度にな

るというふうになってございます。 

 以上でございます。 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 討論なしと認めます。 

 それでは、採決いたします。議案第１号「久慈市役

所の位置を定める条例ほか182件の条例の専決処分に

関し承認を求めることについて」は、承認することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地文一君） 起立多数であります。よって、

議案第１号は承認することに決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２ 議案第２号 

○議長（菊地文一君） 日程第２、議案第２号「平成

17年度久慈市一般会計暫定予算ほか12件の暫定予算の

専決処分に関し承認を求めることについて」を議題と

いたします。 

 お諮りいたします。本案の審議方法について、一般

会計暫定予算は、第１条歳入歳出予算の歳入歳出をそ

れぞれ一括説明を受けることとし、第２条繰越明許費

から、第６条歳出予算の流用までは、歳出において審

議することといたしたいと思います。また、その他の

暫定予算12件は各会計ごとに一括説明を受け、審議す

ることといたしたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） ご異議なしと認めます。よっ
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て、そのように決定いたしました。 

 直ちに議案の審議に入ります。 

 まず、平成17年度久慈市一般会計暫定予算、第１条

歳入歳出予算、歳入、一括説明を求めます。末﨑総務

企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 議案第２号「平成17

年度久慈市一般会計暫定予算ほか12件の暫定予算の専

決処分に関し承認を求めることについて」ご説明申し

上げます。 

 一般会計ほか各特別会計等の暫定予算につきまして

は、旧久慈市及び旧山形村が、それぞれ平成17年度予

算として計上し執行してまいりましたが、そのうち合

併前までに執行したものを除いて未収であったもの、

未払いであったもの、残事業などの未執行分を計上し

たほか、一般会計におきましては、市長選挙費や旧山

形村における生活保護費など、合併に伴い新たに必要

とされる経費を計上したものであります。 

 それでは、平成17年度久慈市一般会計暫定予算歳入

につきまして、事項別明細書によりご説明を申し上げ

ます。 

 16ページになります。 

 １款市税、１項市民税は１目個人に8,911万2,000円

を計上。２目法人に1,668万円を計上。市民税は合わ

せて１億579万2,000円を計上。 

 ２項固定資産税は１億1,992万9,000円を計上。 

 ３項軽自動車税は254万9,000円を計上。 

 ４項市たばこ税は1,608万2,000円を計上。 

 ５項鉱産税は12万1,000円を計上。 

 ６項特別土地保有税は１万円を計上。 

 ７項入湯税は30万円を計上。 

 18ページになります。 

 ２款地方譲与税、２項自動車重量譲与税は6,060万

8,000円を計上。 

 ３項地方道路譲与税は2,857万7,000円を計上。 

 ３款利子割交付金、１項利子割交付金は282万6,000

円を計上。 

 ４款配当割交付金、１項配当割交付金は81万円を計上。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、１項株式等譲渡所得

割交付金は１万円を計上。 

 ６款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金は

7,765万7,000円を計上。 

 ７款自動車取得税交付金、１項自動車取得税交付金

は2,427万9,000円を計上。 

 ８款は、地方特例交付金でありますが、旧市村にお

いて収入済みでありますので、計上はありません。 

 ９款地方交付税、１項地方交付税は特別交付税５億

7,500万円を計上。 

 20ページになります。 

 10款交通安全対策特別交付金、１項交通安全対策特

別交付金は264万8,000円を計上。 

 11款分担金及び負担金、１項分担金は、岩手県営中

山間地域総合整備事業分担金75万5,000円を計上。 

 ２項負担金は、身体障害者施設費1,000円ほか７件。

合わせて2,248万2,000円を計上。 

 12款使用料及び手数料、１項使用料は、20ページか

ら22ページになります。1,863万3,000円を計上。 

 22ページになります。 

 ２項手数料は138万6,000円を計上。 

 13款国庫支出金、１項国庫負担金は、１目民生費負

担金に国民健康保険基盤安定制度758万1,000円ほか13

件、合わせて４億9,019万円を計上。 

 24ページになります。 

 ２目衛生費負担金に老人保健事業688万7,000円を計

上。 

 ３目災害復旧費負担金に公共土木施設災害復旧事業

費負担金1,132万円を計上。 

 国庫負担金は合わせて５億1,720万7,000円を計上。 

 ２項国庫補助金は、１目民生費補助金に婦人保護運

営対策事業66万4,000円ほか12件、合わせて9,721万

2,000円を計上。２目衛生費補助金に浄化槽設置整備

事業485万9,000円ほか１件、合わせて941万4,000円を

計上。３目農林水産業費補助金に漁港整備事業１億

2,500万円を計上。４目土木費補助金に道路新設改良

事業１億745万円ほか３件、合わせて２億4,949万

7,000円を計上。５目教育費補助金に就学援助３万

5,000円ほか11件、合わせて3,090万5,000円を計上。 

 26ページになります。 

 ６目総務費補助金に地域イントラネット基盤施設整

備事業１億3,549万円ほか１件、合わせて１億4,214万

円を計上。 

 国庫補助金は合わせて６億5,416万8,000円を計上。 

 ３項委託金でありますが、１目総務費委託金に人権

啓発活動地方委託事務78万6,000円を計上。２目民生

費委託金に国民年金事務267万5,000円ほか１件、合わ
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せて278万2,000円を計上。委託金は合わせて356万

8,000円を計上いたしました。 

 14款県支出金、１項県負担金は、１目民生費負担金

に国民健康保険基盤安定制度5,195万8,000円ほか９件、

合わせて１億2,502万6,000円を計上。２目衛生費負担

金に老人保健事業628万2,000円を計上。３目消防費負

担金に岩手県総合防災訓練150万円を計上。県負担金

は合わせて１億3,280万8,000円を計上。 

 ２項県補助金は、１目総務費補助金に交通指導員設

置費100万8,000円ほか１件、合わせて337万4,000円を

計上。２目民生費補助金に障害者ホームヘルパー事業

137万7,000円ほか35件、合わせて１億1,678万6,000円

を計上。 

 28ページになります。 

 ３目衛生費補助金に精神障害者小規模作業所運営事

業354万9,000円ほか２件、合わせて1,263万6,000円を

計上。４目労働費補助金に出稼相談所事業314万2,000

円を計上。５目農林水産業費補助金に農業委員会委員

手当分227万6,000円ほか26件、合わせて３億8,203万

9,000円を計上。 

 30ページになります。 

 ６目土木費補助金に土砂災害危険周知事業49万

8,000円ほか１件、合わせて896万6,000円を計上。７

目商工費補助金に石油貯蔵施設立地対策等交付金

6,593万3,000円ほか１件、合わせて6,715万3,000円を

計上。県補助金は合わせて５億9,409万6,000円を計上。 

 ３項委託金は、１目総務費委託金に毎月人口推計調

査７万5,000円ほか４件、合わせて128万5,000円を計

上。２目民生費委託金に認可外保育施設状況調査事務

事業4,000円を計上。３目農林水産業費委託金に家畜

伝染病予防事務費8,000円を計上。４目商工費委託金

に自然公園施設管理費147万6,000円ほか１件、合わせ

て194万7,000円を計上。５目土木費委託金に河川障害

物除去業務７万7,000円ほか５件、合わせて149万

6,000円を計上。６目消防費委託金に水門管理214万円

を計上。７目教育費委託金にスクーリングサポート

ネットワーク事業委託費100万円ほか４件、合わせて

389万2,000円を計上。委託金は合わせて1,077万2,000

円を計上いたしました。 

 32ページになります。 

 15款財産収入、１項財産運用収入は、１目財産貸付

収入に土地貸付料86万3,000円ほか４件、合わせて129

万4,000円を計上。２目利子及び配当金にふるさとの

水と土保全基金利子9,000円ほか２件、合わせて１万

1,000円を計上。財産運用収入は合わせて130万5,000

円を計上。 

 ２項財産売払収入に立木売払収入142万5,000円を計

上。 

 17款繰入金、１項基金繰入金は、畜産総合対策基金

繰入金71万8,000円を計上。 

 ２項特別会計繰入金は土地取得事業特別会計繰入金

５万3,000円を計上。 

 19款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料は、市税

延滞金ほか１件、合わせて30万1,000円を計上。 

 ３項貸付金元利収入は、消費者救済資金貸付金

1,500万円ほか７件、合わせて２億5,332万円を計上。 

 34ページになります。 

 ４項雑入は、市税滞納処分収入1,000円ほか31件、

合わせて３億1,705万4,000円を計上。 

 20款市債、１項市債は夢ネット事業債６億5,220万

円ほか17件。 

 36ページになります。 

 市債は合わせて21億6,670万円を計上いたしました。 

 以上です。 

○議長（菊地文一君） 質疑を許します。 

〔発言する者なし〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、歳出、一括説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 38ページになります。 

 １款議会費、１項議会費でありますが、議員報酬

1,055万8,000円ほか５件、合わせて1,205万5,000円を

計上いたしました。 

 ２款総務費、１項総務管理費でありますが、１目一

般管理費は、個人情報保護審査会委員報酬３万1,000

円ほか30件、合わせて２億3,610万2,000円を計上。 

 40ページになります。２目文書広報費は、情報公開

審査会委員報酬３万1,000円ほか３件、合わせて1,062

万7,000円を計上。３目財産管理費は、事務経費40万

2,000円を計上。４目会計管理費は、事務経費122万

7,000円ほか２件、合わせて546万6,000円を計上。５

目財産管理費は、庁舎維持管理費2,002万6,000円ほか

４件、合わせて5,314万4,000円を計上。 

〔発言する者あり〕 

○総務企画部長（末﨑順一君） 大変失礼をいたしま
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した。５目財産管理費は、5,341万4,000円を計上いた

しました。 

 ６目企画費は、土地利用対策経費１万1,000円ほか

10件、合わせて５億615万3,000円を計上。７目支所費

は各支所の維持管理費14万9,000円を計上。 

 42ページになります。 

 ８目交通安全対策費は、交通指導員活動経費176万

2,000円ほか２件、合わせて243万4,000円を計上。９

目諸費は、テレビ等難視聴地域解消事業費37万3,000

円ほか６件、合わせて374万2,000円を計上。総務管理

費は合わせて８億1,848万9,000円を計上いたしました。 

 ２項徴税費でありますが、１目税務総務費は、固定

資産評価員報酬１万2,000円ほか３件、合わせて1,642

万9,000円を計上。２目賦課徴収費は、専門集金員報

酬36万1,000円ほか４件、合わせて1,328万5,000円を

計上。 

 44ページになります。 

 徴税費は合わせて2,971万4,000円を計上いたしまし

た。 

 ３項戸籍住民基本台帳費でありますが、１目戸籍住

民基本台帳費に職員給与費538万7,000円ほか４件、合

わせて4,006万4,000円を計上。 

 ４項選挙費でありますが、１目選挙管理委員会費は、

選挙管理委員会委員報酬16万5,000円ほか２件、合わ

せて148万3,000円を計上。２目選挙啓発費は４万円を

計上。３目市長選挙費は4,665万9,000円を計上。選挙

費は合わせて4,818万2,000円を計上いたしました。 

 46ページになります。 

 ５項統計調査費でありますが、１目統計調査総務費

は、職員給与費41万6,000円ほか１件、合わせて42万

4,000円を計上。２目指定統計費は14万1,000円を計上。

統計調査費は合わせて56万5,000円を計上いたしまし

た。 

 ６項監査委員費でありますが、１目監査委員費に事

務局経費３万円を計上いたしました。 

 ３款民生費、１項社会福祉費でありますが、１目社

会福祉総務費は、職員給与費1,190万7,000円ほか31件、

合わせて１億6,429万7,000円を計上。 

 48ページになります。 

 ２目老人福祉費は、介護保険事務経費12万円ほか26

件、合わせて１億973万5,000円を計上。３目国民年金

費は、職員給与費126万6,000円ほか１件、合わせて

129万円を計上。社会福祉費は合わせて２億7,532万

2,000円を計上いたしました。 

 50ページになります。 

 ２項児童福祉費でありますが、１目児童福祉総務費

は、保育所適正配置審議会委員報酬５万2,000円、そ

の１目の一番下の説明欄になりますが、国庫補助の内

示に伴いまして、川貫保育園改築事業費補助金6,652

万2,000円を計上。ほか16件、合わせて１億291万

6,000円を計上いたしました。２目児童福祉運営費は、

民間保育所児童保育委託料7,140万7,000円ほか９件、

合わせて１億1,472万3,000円を計上。３目児童福祉施

設費は、職員給与費1,950万9,000円ほか６件、合わせ

て3,158万7,000円を計上。 

 52ページになります。 

 児童福祉費は合わせて２億4,922万6,000円を計上い

たしました。 

 ３項生活保護費でありますが、１目生活保護総務費

は、職員給与費259万9,000円ほか１件、合わせて499

万1,000円を計上。２目扶助費は9,100万円を計上。う

ち山形村に係る経費を含み計上しております。生活保

護費は、合わせて9,599万1,000円を計上いたしました。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費でありますが、１目保

健衛生総務費は、職員給与費1,444万6,000円ほか12件、

合わせて9,444万4,000円を計上。２目老人保健費は、

老人保健事業費60万4,000円を計上。４目予防費は結

核予防事業費２万5,000円ほか２件、合わせて454万

8,000円を計上。 

 54ページになります。 

 ５目環境衛生費は環境保全対策事業費42万2,000円

ほか４件、合わせて683万8,000円を計上。保健衛生費

は、合わせて１億643万4,000円を計上いたしました。 

 ２項清掃費でありますが、１目清掃総務費に職員給

与費123万7,000円ほか７件、合わせて１億4,466万

6,000円を計上いたしました。 

 ５款労働費、１項労働諸費でありますが、１目労働

諸費は、職員給与費159万7,000円ほか６件、合わせて

813万9,000円を計上。 

 56ページになります。 

 ２目勤労青少年ホーム費は、勤労青少年ホーム指定

管理費118万7,000円ほか１件、合わせて123万7,000円

を計上。３目勤労者家庭支援施設費は、嘱託職員報酬

18万8,000円ほか１件、合わせて208万5,000円を計上。
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労働諸費は合わせて1,146万1,000円を計上いたしまし

た。 

 ６款農林水産業費、１項農業費でありますが、１目

農業委員会費は、農業委員会活動費105万9,000円ほか

１件、合わせて115万1,000円を計上。２目農業総務費

は、嘱託職員報酬63万1,000円ほか９件、合わせて

2,545万9,000円を計上。３目農業振興費は、いわて農

業担い手支援総合対策事業費6,065万8,000円ほか10件、

合わせて１億5,474万4,000円を計上。 

 58ページになります。 

 ４目畜産業費は、畜産振興総合対策事業費408万

4,000円ほか13件、合わせて1,988万2,000円を計上。

５目農地費は、農業用施設管理費34万7,000円ほか９

件、合わせて3,727万9,000円を計上。６目地籍調査費

は、地籍調査事業費625万円を計上。農業費は合わせ

て２億4,476万1,000円を計上いたしました。 

 60ページになります。 

 ２項林業費でありますが、１目林業総務費は、職員

給与費60万5,000円ほか２件、合わせて689万5,000円

を計上。２目林業振興費は、森林愛護少年団育成事業

費４万4,000円ほか13件、合わせて6,042万8,000円を

計上。林業費は合わせて6,732万3,000円を計上いたし

ました。 

 ３項水産業費でありますが、１目水産業総務費は、

職員給与費172万6,000円ほか４件、合わせて１億

6,611万5,000円を計上。２目水産業振興費は、水産振

興事務費に１万8,000円ほか３件、合わせて1,697万

6,000円を計上。３目漁港管理費は、漁港維持管理費

35万3,000円ほか１件、合わせて37万1,000円を計上。

４目漁港建設費は、職員給与費135万1,000円ほか１件、

合わせて３億635万6,000円を計上。 

 62ページになります。 

 水産業費は、合わせて４億8,981万8,000円を計上い

たしました。 

 ７款商工費、１項商工費でありますが、１目商工総

務費は、職員給与費713万4,000円ほか５件、合わせて

2,087万2,000円を計上。２目商工業振興費は、企業誘

致推進費11万2,000円ほか14件、合わせて5,431万

1,000円を計上。３目観光費は、紹介宣伝事業費６万

3,000円ほか９件、合わせて3,814万4,000円を計上。 

 64ページになります。 

 ４目石油備蓄基地対策費は８万1,000円を計上。５

目地下水族科学館費は、嘱託職員報酬22万2,000円ほ

か２件、合わせて1,555万3,000円を計上。商工費は合

わせて１億2,896万1,000円を計上いたしました。 

 ８款土木費、１項土木管理費でありますが、１目土

木総務費に職員給与費179万7,000円ほか１件、合わせ

て194万5,000円を計上。 

 66ページになります。 

 ２項道路橋梁費でありますが、１目道路橋梁総務費

は、職員給与費1,464万円を計上。２目道路維持費は、

道路維持補修経費2,559万8,000円ほか２件、合わせて

3,270万3,000円を計上。３目道路新設改良費は、職員

給与費78万3,000円ほか５件、合わせて１億8,412万

4,000円を計上。４目橋梁新設改良費は、補助事業費

1,691万9,000円を計上。道路橋梁費は合わせて２億

4,838万6,000円を計上いたしました。 

 ３項河川費でありますが、１目河川改良費に、職員

給与費60万2,000円ほか２件、合わせて1,206万3,000

円を計上。 

 68ページになります。 

 ４項港湾費でありますが、１目港湾管理費は事務費

６万1,000円を計上。２目港湾建設費は、港湾改修県

営事業負担金500万円を計上。港湾費は合わせて506万

1,000円を計上いたしました。 

 ５項都市計画費でありますが、１目都市計画総務費

は、職員給与費257万2,000円ほか３件、合わせて902

万7,000円を計上。２目街路事業費は、職員給与費227

万円ほか２件、合わせて9,726万9,000円を計上。３目

公共下水道費は、市債管理基金積立金846万8,000円ほ

か１件、合わせて４億7,128万8,000円を計上。４目都

市下水路費は、職員給与費63万3,000円ほか１件、合

わせて88万円を計上。５目公園費は、維持管理費557

万9,000円を計上。 

 70ページになります。 

 都市計画費は合わせて５億8,404万3,000円を計上い

たしました。 

 ６項住宅費でありますが、１目住宅管理費に市営住

宅管理人報酬５万1,000円ほか３件、合わせて120万

3,000円を計上いたしました。 

 ９款消防費、１項消防費でありますが、１目消防総

務費は、職員給与費260万円ほか３件、合わせて4,368

万円を計上。２目非常備消防費は、消防団員報酬

1,744万6,000円ほか４件、合わせて2,328万4,000円を
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計上。３目消防施設費は、防火水槽施設整備事業費

1,008万5,000円ほか４件、合わせて6,841万7,000円を

計上。 

 72ページになります。 

 ４目水防費は、水防活動経費28万4,000円を計上。

５目災害対策費は、災害対策事業費648万7,000円ほか

２件、合わせて715万8,000円を計上。消防費は合わせ

て１億4,282万3,000円を計上いたしました。 

 10款教育費、１項教育総務費でありますが、１目教

育委員会費は、教育委員報酬24万9,000円ほか１件、

合わせて26万9,000円を計上。２目事務局費は、職員

給与費862万2,000円ほか４件、合わせて1,937万8,000

円を計上。３目教員住宅費は、維持管理費76万円を計

上。５目教育研究指導費は、教育研究所運営費38万

3,000円ほか６件、合わせて798万7,000円を計上。 

 74ページになります。 

 教育総務費は合わせて2,839万4,000円を計上いたし

ました。 

 ２項小学校費でありますが、１目学校管理費は、職

員給与費581万6,000円ほか８件、合わせて9,044万

7,000円を計上。２目教育振興費は、要保護及び準要

保護児童援助費411万2,000円ほか２件、合わせて

1,207万8,000円を計上。小学校費は合わせて１億252

万5,000円を計上いたしました。 

 ３項中学校費でありますガ、１目学校管理費は、職

員給与費380万4,000円ほか７件、合わせて5,243万

6,000円を計上。 

 76ページになります。 

 ２目教育振興費は、要保護及び準要保護生徒援助費

420万2,000円ほか２件、合わせて890万2,000円を計上。

中学校費は、合わせて6,133万8,000円を計上いたしま

した。 

 ４項社会教育費でありますが、１目社会教育総務費

は、職員給与費1,454万6,000円ほか９件、合わせて

1,661万9,000円を計上。２目公民館費は、公民館生涯

学習活動事業費19万7,000円ほか１件、合わせて459万

1,000円を計上。３目図書館費は、図書館運営管理費

195万円ほか２件、合わせて211万9,000円を計上。 

 78ページになります。 

 ４目文化会館費は、文化会館運営管理費1,983万円

ほか１件、合わせて2,195万円を計上。５目三船十段

記念館費は、嘱託職員報酬16万8,000円ほか２件、合

わせて499万7,000円を計上。６目山村文化交流センタ

ー費は、運営管理費458万6,000円を計上。社会教育費

は合わせて5,486万2,000円を計上いたしました。 

 ５項保健体育費でありますが、１目保健体育総務費

は、職員給与費374万6,000円ほか10件、合わせて842

万8,000円を計上。 

 80ページになります。 

 ２目市民体育館費から８目Ｂ＆Ｇ山形海洋センター

費まで、各施設の運営管理費等を計上。保健体育費は

合わせて7,778万3,000円を計上いたしました。 

 82ページになります。 

 11款災害復旧費、２項土木施設災害復旧費でありま

すが、１目道路橋梁災害復旧費は科目存置のため

1,000円を計上。２目河川災害復旧費は23万9,000円を

計上いたしました。 

 12款公債費、１項公債費でありますが、１目元金は

10億1,987万6,000円を計上。２目利子は２億6,080万

円を計上。３目公債諸費は借入事務費11万1,000円を

計上。公債費は合わせて12億8,078万7,000円を計上い

たしました。 

 13款支出金でありますが、１項普通財産取得費に土

地取得事業特別会計繰出金2,943万5,000円を計上。２

項旧市村借入金返済金に３億円を計上いたしました。 

 14款予備費、１項予備費に2,000万円を計上いたし

ました。 

 第２条以下については、提案理由で説明したとおり

であります。 

 説明をいたしました６款１項２目農業総務費を

2,545万5,000円に訂正をいたしたく存じます。また、

その説明の中におきまして、「山形村に係る」という

説明は、「旧山形村に係る」と訂正をさせていただき

たいと存じます。よろしくお願いをいたします。 

 以上でございます。 

○議長（菊地文一君） 質疑を許します。 

 なお、質問の際は、ページを示して質問願えればあ

りがたいわけであります。31番城内仲悦君。 

○31番（城内仲悦君） それでは第１点目は41ページ。 

 この夢ネット事業にかかわって２点、お聞かせ願い

たいんですが、第１点は、当初の説明ではなかったん

ですけれども、これは仄聞したことですから。 

 一つは、光ケーブルが敷設になったわけですけれど

も、いろんな業者が入って短期間に敷設したようなん
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ですが、その敷設した光ケーブルが、耐用年数が10年

だというふうに仄聞したんですけれども、当初そうい

う説明がなかったんですけれども、後で聞いてその10

年というのはどういうことなのかなというふうに思っ

たんですが。そうすると、その管理の関係で、かなり

また短期間での敷きがえが必要になってくると思うの

で、そういう点での費用との関係がどのようになって

いくのか。その点が第１点ですね。 

 それから、このケーブルを敷設する際に、当初たし

かトンネルを通すという話だったんですが、それも仄

聞ですけれども、トンネルの通過は許可にならなかっ

たというふうな話なんですけれども、その後どうなっ

ているのか。トンネルが通せないとなると、山を越さ

なきゃならない。その辺は具体的にはどうなっている

のか、その後のことを聞いていませんですから、その

てんまつについてもお聞かせいただきたいと思います。 

 それから３点目、45ページ。市長選挙にかかわって

でございますが、市長選挙の投票所には、いわゆる立

会人が必ず必要なわけですけれども、この立会人につ

いて、投票時間だけでも12時間拘束されます。それが

朝７時だと６時半とか、30分ぐらい前から行って準備

をして、投票箱が閉まって、開票所へ持ってくるとい

うことでいくとすれば、12時間以上、13時間ぐらいか

かるわけですね。実はこの13時間近い拘束は大変苦痛

だというのが、立会人からいろんなところで聞かれま

す。 

 これ例えば半分に割って、倍になりますけれども、

そういった形での改善といいますか、朝からの人と午

後から夜の人たちでの改善がなされないのかですね。

地域で立会人を探すにしても、なかなかこういった観

点からいい返事がもらえないと。行政区長さんなり町

内会長さん、かなり苦労しているという状況があるん

ですね。そういった点で、ぜひこの市長選挙からそう

いった改善方ができればありがたいんですが、実態を

どういうふうに把握して、その改善方を考えているの

かお聞かせください。 

 以上です。 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 夢ネットにかかわっ

てのご質問にお答えいたします。 

 トンネルに光ケーブルを通す許可がもらえないので

はないかというご質問でございますが、これについて

は、許可といいますか、通すことができて、もう現在、

完成をしているところでございます。それから、耐用

年数につきましては、数字を確認をいたしてお答えさ

せていただきたいと思います。 

○議長（菊地文一君） 砂子選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（砂子勇君） ただいまの

市長選挙に関しまして、投票立会人のご質問をいただ

きました。ご指摘のとおり、長時間にわたってご苦労

をおかけしているという実態は、そのとおりでござい

ます。これにつきましては、例えば昼食時間とかの時

間等については、十分配慮した対応をしているところ

でございます。 

 また、この立会人の性格的な部分等々から、やはり

同一人をもって対応するという考え方で臨んでいると

ころでございますので、これにつきましてはご理解を

いただきたいと思います。 

○議長（菊地文一君） 31番城内仲悦君。 

○31番（城内仲悦君） 今の立会人の関係ですが、同

一人でなければならないという法的なものがあるのか

どうか。同一人でなければならないというのを私は

ちょっと理解できないんですけれども。例えば前半で

やった人が、後半かわって、かわったときに何か情報

が漏れるんですか。投票率、投票状況ぐらいしかわか

らないような気がするんだけれども、その辺どうして

同じ人でなければだめなのか。その法的根拠があった

らお聞かせください。 

○議長（菊地文一君） 砂子選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（砂子勇君） 法的には、

公職選挙法によりまして、欠けた場合は速やかに投票

管理者が選任の上、その職務に従事させるという条項

はございます。また、相当の理由がない限りは辞職で

きないという条項もございます。それら等を踏まえて、

同一人で対応しているということでございますので、

ご理解をお願いしたいと思います。 

○議長（菊地文一君） 30番小野寺勝也君。 

○30番（小野寺勝也君） ２点お聞かせをいただきま

す。 

 43ページですか。防犯灯の設置、電気料にかかわる

問題でこれまでも何回か論議をされてきたわけですが、

お聞きしますと、防犯灯、行政の方から設置していた

だいたのがほとんどだという地域もあるようですし、

地域によっては、地元で負担しているのが結構あると
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いうような事情も聞くわけです。そういう点からする

と、いわゆる３分の２負担の問題は、賛成、反対とい

うことも、いろいろな角度から見れば出てくるわけで

すね。そういった点で、いずれにしても、それぞれの

町内会と十分な意見交換をして、理解と納得を得ると

いうことが大前提だろうというふうに思います。少な

くとも見切り発車をするというようなことは、あって

はならないというふうに考えるわけですが、この点に

ついての基本的な考え方をお聞かせください。 

 ２点目です。これは63ページの国民宿舎のかかわり

ですが、これもたびたび論議をされてきて、廃止の方

向が定まっていると思うんですが、現在のこれに対す

る当局の状況と方向性ですね。どういう形になって、

いつの時点で収束するという見通しなのか。その２点

についてお聞かせをいただきたい。 

○議長（菊地文一君） 岩泉市民生活部長。 

○市民生活部長（岩泉敏明君） 防犯灯についてのご

質問いただきました。平成17年度におきまして、業者

に委託しまして、約3,550の防犯灯があるということ

で、今確認をしていただいたところでございます。こ

れはあくまでも市が設置したもの、あるいは町内会が

設置したもの、そのほかに、例えば国あるいは他が設

置したもの等を含めてのものでございます。 

 全体的な数字でございますが、ただ、これらを精査

した結果、どこの所有であるかということが、まだま

だ判明できない部分が相当数ございます。それらが判

明した段階で、地域の方々、町内会等と意見交換をし

ながら進めていきたいというふうな考え方でございま

す。見切り発車ということはしないつもりでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（菊地文一君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） それでは、国民宿舎

北限閣の現状と今後の方向性についてお答えを申し上

げたいと思います。 

 国民宿舎につきましては、市政改革プログラムにお

きまして、平成18年度中に廃止という方向性を出して

いるところでございます。現在の取り組みの状況とい

うことでございますが、これにつきましては、国民宿

舎としての機能の廃止後、その施設、それから土地に

ついて、どのような利用ができるかというふうなこと

で、庁内での利用計画について各部から募ったところ

でございますが、これについては、庁内での希望がな

かったところでございます。 

 それを受けまして、一般公募を行ったところでござ

いまして、これにつきましては、２月27日締め切りと

いうことで、全国公募での観光施設その他の利用につ

いて希望を募ったところでございますが、これにつき

ましても希望がなかったという状況でございます。こ

れを受けまして、私どもといたしましては、18年度中

は国民宿舎として運営をし、その後につきましては、

これからさらに希望等があればその辺の関係を調整を

させていただきますが、廃止の方向で進めてまいりた

いと、このように考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（菊地文一君） 25番山榮君。 

○25番（山榮君） 57ページでございますが、べっ

ぴんの湯の大改修工事にかかわってお伺いしますけれ

ども、現在工事中なわけですし、当初は３月いっぱい

でということだったわけですが、いろいろあって年度

を越すような状況なわけですが、そこで、その後の現

在の工事の進捗状況がどうであるかと。それから、い

つごろ完成の予定であるかお伺いいたします。 

○議長（菊地文一君） 嵯峨建設部長。 

○建設部長（嵯峨喜代志君） べっぴんの湯のご質問

にお答えいたしますが、現在の進捗状況でございます

が、工程管理どおり順調に進捗してございます。いわ

ゆる浴場周りにつきましては、４月いっぱいで完了さ

せたいというふうに思ってございますし、そのように

取り計らってございます。全体の完成、外構工事等に

つきましては、５月25日までに全体は完成させたい意

向でございます。 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 保留しておりました

ご質問にお答えをいたします。 

 光ファイバーの耐用年数でございますが、おっしゃ

るとおり10年とされております。しかし実際には20年

ぐらいもつと言われております。これは屋外に設置さ

れるものでありますから、かなりの気象状況、そう

いったものによって左右されますので、時々修理とい

ったことは必要になろうかと思いますが、20年程度は

もつものだというふうに考えているところでございま

す。 

 以上です。 
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○議長（菊地文一君） 34番濱欠明宏君。 

○34番（濱欠明宏君） ページでいえば45ページにな

ります。選挙の関係であります。 

 ３月６日に合併をしました。いよいよ３月19日告示

というふうなことで、初代の市長を選択をする選挙が

間近に迫ってまいりました。選挙の広報活動等やって

おられると思うわけでありますが、久慈市は昭和53年

以降は──市長単独の選挙があったわけですけれども、

いわば議員とリンクしていなかったということであり

ますが──市議選と市長選挙が一体となっているとい

うふうな部分でいえば、投票率も随分高かったのかな

と、こんなふうに思っております。 

 今回、見渡していても、関心がいまいち少ないなと

いう気が私はしてならないわけですけれども、選挙管

理委員会では、この投票率をどのような目標設定をし

ておられるのか。私は新市民が市長選挙に関心がある

ことは、イコールこの合併に随分やはり関心をしてき

たんだなというあかしにもなるのかなと、こんなふう

にも思っておりますから、その辺のこの投票率をどの

程度を見込みながら、啓発運動をしているのかお知ら

せいただきたい。 

 それから、市長職務執行者でありますけれども、い

わゆる選挙で選ばれた市長と、この市長職務執行者と

いうのは、職務上は何ら変わらないのかもしれません

けれども、選挙運動にかかわる制約というのは、法律

的にどのような縛りか何かあるのか、ないのか。そこ

ら辺についてもお知らせをいただきたいと思います。 

 それから、教育委員会に一つお聞かせを願いたいわ

けですけれども、卒業式も随分粛々と行われておりま

して、大分よくなったなというふうに思っております。

私は議員も各学校に地域の代表として来賓として呼ば

れる立場にあるわけですけれども、その中で、学校の

式典、式次第があるわけであります。そういう流れの

中で、「君が代」斉唱があるわけですけれども、この

学校側がせっかく来賓で呼びながら、「君が代」を

座って歌わない来賓もおられたと聞いておりますけれ

ども、その辺については、教育委員会はどのような考

え方を持っているかお聞かせをいただきたい。 

 以上、お願いします。 

○議長（菊地文一君） 砂子選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（砂子勇君） ただいまご

質問いただきました選挙に関する点でございます。 

 市選挙管理委員会としての、今回の市長選挙に係る

投票率の設定というお話でございますが、選挙管理委

員会として、この一定の率を設定するというところの

位置づけはございません。ただ、これまで、ただいま

議員からご指摘いただきましたように、議会議員とセ

ットになった選挙でございました。そういった中にあ

りまして、80％を超える投票率になっていたという経

過がございます。その点につきましては、従前と違う

状況にあるというふうにとらえているところでござい

ます。 

 こうした中にありまして、選挙管理委員会といたし

ましても、これまでもそうでございますけれども、市

の広報等による啓発あるいは街頭での啓発、あるいは

告示後におきましては、看板等の設置あるいは市内の

スーパー等にお願いをいたしまして、そこでテープを

店内放送により流すとかというような啓発活動を実施

しているところでございますし、あわせて防災無線に

よる啓発についても、従前どおり対応してまいりたい

というところでございます。 

 それから、職務執行者に係る点でございますけれど

も、これにつきましては、公職選挙法については、こ

れはすべてにおいて該当になるわけでございますけれ

ども、地方公務員法等におきまして、特別職にはその

適用がございませんので、いわゆる市長職務執行者に

つきましては、一般職の職員とは違うというとらえ方

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（菊地文一君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 先ほどの国民宿舎の

活用の関係の申し入れの関係について、訂正をさせて

いただきたいと思います。 

 この関係については、１社が宿泊機能としての活用

について検討したいということで申し出が来ているも

のでございます。なお、説明会等への活用の照会が

あったのが７社でございまして、そのうち３社が説明

会に参加していると、こういう状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（菊地文一君） 鹿糠教育長。 

○教育長（鹿糠芳夫君） 卒業式等の式典の「君が

代」の関係でございますが、これにつきましては、現

在のところ、そのようなご指摘のような報告は受けて

おりませんので、ご了承願います。 
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○議長（菊地文一君） 34番濱欠明宏君。 

○34番（濱欠明宏君） まず、選挙の方でありました

けれども、投票率は特に設定はしていないということ

でありますが、いずれ従前の市議選と連動していない

という意味では、極めて関心が低い状況にあるのかな

とこう思っておりますので、ぜひとも先ほどの答弁い

ただいた運動を一生懸命やっていただきながら、最善

の努力をしていただきたい、こう思うわけであります。 

 市長職務執行者については、私も質問の際にお話を

しましたが、市長という職でありますから、特別職で

あります。その職を執行するわけですから同じという

ことで、そのとおりの答弁だろうと思うんですけれど

も、私は１点気になることがあるんです。これはどう

いうことかといいますと、二戸の選挙を実は見ていま

して、終局において、職務執行者が助役に選任をされ

たという経過があります。私はこれらが、この選挙運

動と仮にリンクをするとなると、これは重大な選挙違

反になるだろうと、利益の供与というか、そういった

意味では、選挙違反に触れるような感じがあるわけで

す。 

 私は、市長職務執行者には、市村が117年あるいは

51年の歴史を閉じながらも、新市民として、新市とし

て発展していくために私は大変、選挙が終わって市長

が誕生してから、それなりの市においての役割を期待

している者の一人なわけですけれども、それが逆に選

挙運動に携わると。いわば、例えばですよ、これは空

論で申しわけないわけですから答弁出さなければ出さ

なくてもいいですが、例えば懸念している問題として、

選挙運動を一生懸命やり過ぎた結果、終わった後に助

役に人事案件で出されたときに、非常に疑義を感じる

部分が出てくるので、この辺はひとつ慎重に対応して

いただきながら、人材を遺憾なく発揮していただきた

いということの思いがあって、実はお話ししておりま

したので、胸の内を察していただきたいものだとこう

思っておるわけであります。 

 教育委員会では報告を受けていないというお話であ

りました。報告を受けていないということで、きょう

の答弁は終わるつもりでありますか。それとも確認を

して答弁をするつもりでありますか。 

○議長（菊地文一君） 鹿糠教育長。 

○教育長（鹿糠芳夫君） ただいまの件につきまして

は、私ども教育委員会としましては、教育行政の職員

あるいは学校関係者等につきましては管理下にあると

いうことで、指導に当たることができますが、ご来賓

の方につきましては、教育委員会として、なかなかに

そういったことまでは及ばないというふうに考えてお

ります。ただ私は、式典を粛々と厳粛に行うために、

これについては必要であるというふうには認識してい

るところでございます。 

 以上であります。 

○議長（菊地文一君） 濱欠議員、答弁を必要としま

すか。内容的には。 

〔発言する者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 以上で平成17年度久慈市一般会計暫定予算の質疑を

終わります。 

 次に、各特別会計及び企業会計の暫定予算の審議を

行います。 

 まず、平成17年度久慈市土地取得事業特別会計暫定

予算について説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） それでは、事項別明

細書によりご説明申し上げます。 

 ８ページになります。 

 ２、歳入、２款繰入金、１項一般会計繰入金に

2,943万5,000円を計上いたしました。 

 歳入については以上です。 

 歳出。次に、10ページになります。 

 ３、歳出、１款管理費、１項管理費に一般会計繰出

金５万3,000円を計上。 

 ２款公債費、１項公債費でありますが、１目元金に

1,188万円、２目利子に276万5,000円を計上。 

 公債費は合わせて1,464万5,000円を計上。 

 ３款諸支出金、１項旧市村借入金返済金に1,473万

7,000円を計上いたしました。 

 以上です。 

○議長（菊地文一君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、平成17年度久慈市国民健康保険特別会計暫定

予算について説明を求めます。岩泉市民生活部長。 

○市民生活部長（岩泉敏明君） それでは、平成17年

度久慈市国民健康保険特別会計暫定予算について、ご

説明申し上げますが、今回の暫定予算の計上に当たり

ましては、一般会計の調製方針に基づいて調製したと
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ころであります。 

 それでは、まず事業勘定、第１条歳入歳出予算につ

いて、事項別明細書によりご説明申し上げます。 

 ８ページをお開き願います。 

 ２、歳入、１款１項国民健康保険税でありますが、

１目一般被保険者国民健康保険税は、１節医療給付費

分現年課税分は２億2,461万3,000円を計上。２節介護

納付金分現年課税分は2,298万7,000円を計上。３節医

療給付費分滞納繰越分は246万5,000円を計上。４節介

護納付金分滞納繰越分は12万9,000円を計上いたしま

した。 

 １目一般被保険者国民健康保険税は、合わせて２億

5,019万4,000円を計上いたしました。 

 ２目退職被保険者等国民健康保険税は、１節医療給

付費分現年課税分は2,960万6,000円を計上。２節介護

納付金分現年課税分は204万4,000円を計上。３節医療

給付費分滞納繰越分は７万円を計上。４節介護納付金

分滞納繰越分は2,000円を計上いたしました。２目退

職被保険者等国民健康保険税は、合わせて3,172万

2,000円を計上いたしました。 

 この項国民健康保険税は、合わせて２億8,191万

6,000円を計上いたしました。 

 次に、２款使用料及び手数料、１項手数料でありま

すが、１目督促手数料は５万円を計上いたしました。 

 次に、３款国庫支出金、１項国庫負担金であります

が、１目療養給付費等負担金は、療養給付費負担金、

老人保健医療費拠出金負担金及び介護納付金負担金、

合わせて１億587万9,000円を計上いたしました。２目

高額医療費共同事業負担金は422万2,000円を計上。こ

の項合わせて１億1,010万1,000円を計上いたしました。 

 ２項国庫補助金でありますが、１目財政調整交付金

は、交付見込みにより普通調整交付金１億3,619万

7,000円、特別調整交付金、へき地診療所運営費交付

金を含み9,661万4,000円。合わせてこの項２億3,281

万1,000円を計上いたしました。 

 次に、４款県支出金、１項県負担金でありますが、

１目高額医療費共同事業負担金に422万2,000円を計上

いたしました。 

 10ページになります。 

 ２項県補助金でありますが、１目財政調整交付金は、

普通調整交付金及び特別調整交付金を合わせて9,582

万6,000円を計上いたしました。 

 次に、５款１項１目療養給付費等交付金であります

が、退職被保険者等療養給付費等交付金6,900万6,000

円を計上いたしました。 

 次に、６款１項共同事業交付金でありますが、１目

高額医療費共同事業交付金に科目存置として1,000円

を計上いたしました。 

 次に、７款財産収入、１項財産運用収入であります

が、１目利子及び配当金に高額療養資金貸付基金利子

及び国保財政調整基金利子合わせて2,000円を計上い

たしました。 

 次に、８款繰入金、１項１目基金繰入金であります

が、療養給付費過年度精算償還金相当額として、国保

財政調整基金繰入金2,145万9,000円を計上。２項１目

一般会計繰入金は、保険基盤安定繰入金及びその他一

般会計繰入金合わせて1,214万8,000円を計上いたしま

した。 

 10款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料でありま

すが、一般被保険者及び退職被保険者等に係る保険税、

延滞金、合わせて10万1,000円を計上いたしました。 

 12ページになります。 

 ２項雑入でありますが、第三者行為損害賠償金、不

当利得等返納金及び雑入、合わせて５万4,000円を計

上いたしました。 

 続きまして、歳出、14ページをお開き願います。 

 ３、歳出、１款総務費、１項総務管理費であります

が、１目一般管理費は、臨時職員賃金及び共済費ほか

５件、合わせて541万4,000円を計上いたしました。 

 ２項徴税費でありますが、１目賦課徴収費は、専門

集金員報酬、賦課経費及び徴収経費合わせて188万

8,000円を計上いたしました。２目納税奨励費は、納

税貯蓄組合補助金199万円を計上いたしました。この

項合わせて387万8,000円を計上いたしました。 

 次に、２款保険給付費でありますが、１項療養諸費

は、一般被保険者、退職被保険者等に係る療養給付費

及び療養費、並びに診療報酬等審査支払手数料、合わ

せて４億2,663万2,000円を計上いたしました。 

 16ページになります。 

 ２項高額療養費でありますが、一般被保険者及び退

職被保険者等分合わせて3,088万9,000円を計上。 

 ３項移送費は、一般被保険者及び退職被保険者等分

合わせて15万円を計上。 

 ４項出産育児諸費は、出産育児一時金390万円を計
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上。 

 ５項葬祭諸費は99万円をそれぞれ計上いたしました。 

 次に、３款１項老人保健拠出金でありますが、老人

保健医療費拠出金及び老人保健事務費拠出金合わせて

5,335万7,000円を計上いたしました。 

 18ページになります。 

 次に、４款１項介護納付金でありますが、2,287万

円を計上いたしました。 

 次に、６款１項保健事業費でありますが、１目保健

普及費は、医療費通知作成事務経費ほか３件87万

7,000円を計上。２目健康管理費は、健康管理施設利

用料負担金ほか１件、63万9,000円を計上。この項合

わせて151万6,000円を計上いたしました。 

 次に、８款１項公債費は、一時借入金利子として６

万6,000円を計上いたしました。 

 次に、９款諸支出金、１項償還金及び還付金は、１

目一般被保険者保険税還付金に880万円。２目退職被

保険者等保険税還付金に２万7,000円。３目償還金は、

過年度精算返還金に2,145万9,000円を計上。この項は

合わせて3,028万6,000円を計上いたしました。 

 20ページになります。 

 繰出金でありますが、へき地診療所運営交付金相当

額として、直営診療施設勘定繰出金661万4,000円を計

上いたしました。 

 ３項旧市村借入金返済金でありますが、旧市村の平

成17年度決算に係る返済金として、２億2,113万5,000

円を計上いたしました。 

 次に、10款予備費は2,000万円を計上いたしました。 

 次に、直営診療施設勘定でありますが、事項別明細

書によりご説明申し上げます。 

 28ページをお開き願います。 

 ２、歳入、１款診療収入、１項入院収入であります

が、１目国民健康保険診療報酬収入及び２目社会保険

診療報酬収入にそれぞれ1,000円を計上。３目老人保

健診療報酬収入は200万円を計上。４目一部負担金収

入に10万1,000円を計上。５目標準負担額収入に入院

時食事療養費等40万1,000円を計上。６目その他の診

療報酬収入に13万円を計上。この項は合わせて263万

4,000円を計上いたしました。 

 ２項外来収入でありますが、１目国民健康保険診療

報酬収入に500万円を計上。２目社会保険診療報酬収

入に200万円を計上。３目老人保健診療報酬収入に

1,800万円を計上。４目一部負担金収入に150万5,000

円を計上。５目その他診療報酬収入に75万円を計上。

６目介護報酬収入に２万1,000円を計上。この項は合

わせて2,727万6,000円を計上いたしました。 

 ３項その他の診療収入は、出稼者健康診断料ほか３

件10万3,000円を計上いたしました。 

 次に、２款使用料及び手数料、１項使用料でありま

すが、特別室使用料として１万円を計上いたしました。 

 30ページになります。 

 ２項手数料でありますが、診断書作成料として５万

円を計上いたしました。 

 次に、３款財産収入、２項財産売払収入であります

が、科目存置として1,000円を計上いたしました。 

 次に、４款繰入金、２項事業勘定繰入金であります

が、へき地診療所運営費交付金に係る繰入金661万

4,000円を計上いたしました。 

 次に、６款諸収入、１項１目雑入でありますが、旧

市村決算剰余金直診分ほか１件、231万2,000円を計上

いたしました。 

 次に、歳出。32ページをお開き願います。 

 ３、歳出、１款総務費、１項施設管理費であります

が、１目一般管理費は、国保連登録派遣医師報酬ほか

５件、合わせて1,418万1,000円を計上いたしました。 

 ２項１目研究研修費でありますが、12万円を計上い

たしました。 

 次に、２款１項医業費でありますが、医療用機械器

具費、医療用消耗機材費、医薬品衛生材料費、及び寝

具費に合わせて1,842万4,000円を計上いたしました。 

 34ページをお開き願います。 

 ２項給食費でありますが、給食用器具費及び給食用

賄材料費に合わせて95万円を計上いたしました。 

 次に、３款１項１目施設整備費は施設修繕料として

５万円を計上。 

 ４款１項公債費は、１目元金に218万9,000円、２目

利子に190万3,000円。この項合わせて409万2,000円を

計上いたしました。 

 ６款１項１目予備費には118万3,000円を計上いたし

ました。 

 なお、第２条以下につきましては、昨日の提案理由

でご説明したとおりでございますので、省略をいたし

ます。 

 以上で説明を終わります。 
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○議長（菊地文一君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、平成17年度久慈市老人保健特別会計暫定予算

について説明を求めます。岩泉市民生活部長。 

○市民生活部長（岩泉敏明君） それでは、事項別明

細書によりご説明を申し上げます。 

 ８ページをお開き願います。 

 ２、歳入、１款１項支払基金交付金でありますが、

１目医療費交付金に２億8,656万1,000円を計上。２目

審査支払手数料交付金に254万7,000円を計上。この項

合わせて２億8,910万8,000円を計上いたしました。 

 次に、２款国庫支出金、１項国庫負担金であります

が、１目医療費負担金に１億840万5,000円を計上いた

しました。 

 次に、３款県支出金、１項県負担金でありますが、

１目医療費負担金に3,203万3,000円を計上いたしまし

た。 

 次に、４款繰入金、１項１目一般会計繰入金は、医

療費に係る市の負担分として3,203万6,000円を計上い

たしました。 

 ６款諸収入、１項雑入は、１目第三者納付金に第三

者行為損害賠償金1,000円を計上。２目雑入に旧市村

の決算剰余金4,861万8,000円を計上。この項合わせて

4,861万9,000円を計上いたしました。 

 10ページをお開き願います。 

 ３、歳出、１款１項医療諸費でありますが、１目医

療給付費に５億400万1,000円を計上。２目医療費支給

費に399万6,000円を計上。３目審査支払手数料に220

万4,000円を計上。この項合わせて５億1,020万1,000

円を計上いたしました。なお、所要額につきましては、

対象者及び医療費の推移等を勘案しながら調整したも

のであります。 

 以上であります。 

○議長（菊地文一君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、平成17年度久慈市介護サービス事業特別会計

暫定予算について説明を求めます。佐々木健康福祉部

長。 

○健康福祉部長（佐々木信蔵君） 平成17年度介護

サービス事業特別会計暫定予算についてでありますが、

今回の暫定予算の計上に当たりましては、一般会計の

調製方針に準じて調製をしたところでございます。 

 それでは、事項別明細書によりご説明を申し上げま

す。 

 ８ページをお開き願います。 

 ２、歳入、１款サービス収入、１項介護給付費収入

でありますが、１目居宅介護サービス費収入は、訪問

介護、訪問入浴介護及び通所介護サービスなどの利用

実績見込みから1,595万1,000円を計上。２目居宅介護

サービス計画費収入は、計画作成実績見込みから240

万を計上いたしました。 

 ２項自己負担金収入は、サービス利用実績見込みか

ら109万5,000円を計上。 

 ２款繰入金、１項一般会計繰入金でありますが、

1,754万7,000円を計上。 

 ３款諸収入、１項雑入でありますが、44万2,000円

を計上いたしました。 

 次に、10ページをお開き願います。 

 ３、歳出、１款総務費、１項施設管理費であります

が、各施設の運営管理費等の実績見込みから、１目一

般管理費に337万8,000円を計上。 

 ２款サービス事業費、１項居宅サービス事業費であ

りますが、各サービス事業の実績見込みに基づき、１

目居宅介護サービス事業費に1,595万1,000円を計上。

２項居宅介護支援事業費は、実績見込みから234万

9,000円を計上。 

 12ページをお開き願います。 

 ３款諸支出金、１項旧市村借入金返済金であります

が、1,575万7,000円を計上いたしました。 

 以上であります。 

○議長（菊地文一君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、平成17年度久慈市魚市場事業特別会計暫定予

算について説明を求めます。中森農林水産部長。 

○農林水産部長（中森健二君） それでは、平成17年

度久慈市魚市場事業特別会計暫定予算について、事項

別明細書によりご説明申し上げます。 

 ８ページをお開き願います。 

 まず、歳入でありますが、２、歳入、１款使用料及

び手数料、１項１目使用料は10万円を計上いたしまし

た。 
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 ３款繰入金、２項１目一般会計繰入金は1,340万

6,000円を計上いたしました。 

 次に歳出でありますが、10ページをお開き願います。 

 ３、歳出、１款総務費、１項総務管理費、１目一般

管理費は102万2,000円を計上。 

 ２款１項公債費、１目元金は488万5,000円を計上。

２目利子は329万9,000円を計上。この項合わせて818

万4,000円を計上いたしました。 

 ３款１項１目予備費は10万円を計上いたしました。 

 ４款諸支出金、１項１目旧市村借入金返済金は、旧

市歳入不足に係る返済金として420万円を計上いたし

ました。 

 以上であります。 

○議長（菊地文一君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、平成17年度久慈市漁業集落排水事業特別会計

暫定予算について説明を求めます。中森農林水産部長。 

○農林水産部長（中森健二君） 平成17年度久慈市漁

業集落排水事業特別会計暫定予算について、事項別明

細書によりご説明申し上げます。 

 ８ページをお開き願います。 

 まず歳入でありますが、２、歳入、１款分担金及び

負担金、１項分担金、１目漁業集落排水分担金は42万

2,000円を計上いたしました。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目漁業集落

排水使用料は141万2,000円を計上いたしました。 

 ３款県支出金、１項県補助金、１目農林水産業費補

助金は9,700万円を計上いたしました。 

 ４款繰入金、１項１目一般会計繰入金は5,526万

2,000円を計上いたしました。 

 ６款１項市債、１目下水道事業債は8,810万円を計

上いたしました。 

 次に、歳出でありますが、10ページをお開き願いま

す。 

 ３、歳出、１款１項漁業集落排水管理費、１目総務

管理費は76万円を計上。主な内容は、水洗便所改造資

金利子補給金であります。 

 ２目施設管理費は、287万7,000円を計上。主な内容

は、排水施設の電気料であります。 

 ２款１項１目漁業集落排水事業費は１億3,869万

7,000円を計上いたしました。主な内容は、事業費の

精算払い分であります。 

 ３款１項公債費、１目元金は1,605万3,000円を計上。

２目利子は1,345万円を計上。この項合わせて2,950万

3,000円を計上いたしました。 

 12ページをお開き願います。 

 ４款諸支出金、１項１目旧市村借入金返済金は、旧

市歳入不足に係る返済金として7,035万9,000円を計上

いたしました。 

 なお、第２条以下につきましては、昨日の提案理由

でご説明したとおりでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（菊地文一君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、平成17年度久慈市国民宿舎事業特別会計暫定

予算について説明を求めます。卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） それでは、平成17年

度久慈市国民宿舎事業特別会計暫定予算につきまして、

事項別明細書により説明申し上げます。 

 ８ページをお開き願います。 

 ２、歳入、１款国民宿舎事業収入、１項事業収入、

１目営業収入に、宿泊等の実績見込みにより235万

3,000円を計上。２目営業外収入として7,000円を計上

いたしました。 

 ２款繰入金、１項１目一般会計繰入金でありますが、

決算見込みによる歳出に不足する歳入の見込み額とし

て、一般会計からの繰入金1,191万8,000円を計上いた

しました。 

 10ページをお開き願います。 

 ３、歳出、１款国民宿舎事業費、１項施設管理費、

１目営業管理費に、今後の運営費として699万1,000円

を計上いたしました。 

 ３款１項１目予備費に20万円を計上。 

 ４款諸支出金、１項１目旧市村借入金返済金に708

万7,000円を計上いたしました。 

 なお、第２条については、昨日の提案理由で説明し

たとおりでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（菊地文一君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、平成17年度久慈市工業団地造成事業特別会計
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暫定予算について説明を求めます。卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） それでは、平成17年

度久慈市工業団地造成事業特別会計暫定予算につきま

して、事項別明細書により説明申し上げます。 

 ８ページをお開き願います。 

 ２、歳入についてでありますが、１款財産収入、１

項財産運用収入、１目財産貸付収入に1,000円を計上。 

 ２項財産売払収入、１目不動産売払収入に本特別会

計が所有する財産の一般会計への売却収入として

3,192万3,000円を計上いたしました。 

 10ページをお開き願います。 

 ３、歳出でありますが、１款１項事業費、１目管理

費に1,000円を計上。 

 ３款諸支出金、１項１目旧市村借入金返済金に

3,192万3,000円を計上いたしました。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（菊地文一君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、平成17年度久慈市公共下水道事業特別会計暫

定予算について説明を求めます。嵯峨建設部長。 

○建設部長（嵯峨喜代志君） それでは、平成17年度

久慈市公共下水道事業特別会計暫定予算について、事

項別明細書によりご説明申し上げます。 

 10ページ、11ページをお開き願います。 

 ２、歳入でありますが、１款分担金及び負担金、１

項負担金、１目下水道事業受益者負担金は57万1,000

円を計上いたしました。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目下水道使

用料は1,313万8,000円を計上いたしました。 

 ３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目下水道事業

費補助金は１億9,359万3,000円を計上。２目汚水処理

施設整備交付金は3,990万円を計上し、この項合わせ

て２億3,349万3,000円を計上いたしました。 

 ４款県支出金、１項県補助金、１目土木費補助金は

851万5,000円を計上いたしました。 

 ５款繰入金、１項１目一般会計繰入金は４億6,282

万円を計上いたしました。 

 ８款１項市債、１目下水道事業債は６億1,510万円

を計上いたしました。 

 次に、12ページ、13ページ、お開き願います。 

 ３、歳出でありますが、１款１項下水道管理費、１

目総務管理費は230万4,000円を計上。主な内容は、職

員給与費、パンフレット等の印刷製本費でございます。

２目施設管理費は2,879万8,000円を計上。主な内容は、

浄化センター等の管理運営費、門前ポンプ場のアスベ

スト除去工事費であります。この項合わせて3,110万

2,000円を計上いたしました。 

 ２款下水道事業費、１項下水道整備費、１目管渠施

設費は４億1,690万円を計上。２目浄化センター施設

費は9,472万7,000円を計上いたしました。主な内容は、

職員給与費、下水道整備事業費の精算払い分であり、

この項合わせて５億1,162万7,000円を計上いたしまし

た。 

 14、15ページをお開き願います。 

 ３款１項公債費、１目元金は１億6,744万7,000円を

計上。２目利子は１億46万1,000円を計上し、この項

合わせて２億6,790万8,000円を計上いたしました。 

 ４款諸支出金、１項１目旧市村借入金返済金は旧市

歳入不足に係る返済金として５億2,300万円を計上い

たしました。 

 なお、２条以下につきましては、昨日の提案理由で

ご説明したとおりでございます。 

 以上で説明とさせていただきます。 

○議長（菊地文一君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、平成17年度久慈市平庭高原施設事業特別会計

暫定予算について説明を求めます。角山形総合支所長。 

○山形総合支所長（角一志君） それでは、平成17年

度久慈市平庭高原施設事業特別会計暫定予算につきま

して、事項別明細書によりご説明申し上げます。 

 ８ページをお開き願います。 

 ２、歳入でありますが、１款使用料、１項施設使用

料、１目平庭山荘使用料に16万4,000円を、２目索道

使用料に104万4,000円を、２款繰入金、１項一般会計

繰入金、１目一般会計繰入金に40万円を、４款諸収入、

２項雑入、１目雑入に795万8,000円を計上いたしまし

た。 

 10ページをお開き願います。 

 ３、歳出でありますが、２款索道施設事業費、１項

特殊索道施設事業費、１目スキー場運営費に747万円

を、３款予備費、１項予備費、１目予備費に209万

6,000円を計上いたしました。 
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 以上でございます。 

○議長（菊地文一君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、平成17年度久慈市簡易水道事業特別会計暫定

予算について説明を求めます。嵯峨水道事業所長。 

○水道事業所長（嵯峨喜代志君） それでは、平成17

年度久慈市簡易水道事業特別会計暫定予算について、

事項別明細書によりご説明申し上げます。 

 ８ページをごらんいただきたいと思います。 

 歳入についてでありますが、１款水道事業収入、１

項事業収入、１目給水収入に380万1,000円を、３款繰

入金、１項１目一般会計繰入金に2,190万円を計上い

たしました。 

 10ページをお開き願います。 

 歳出でありますが、１款１項１目簡易水道事業費に

365万1,000円を、２款１項公債費、１目元金に408万

2,000円を、２目利子に275万円を、３款諸支出金、１

項１目旧市村借入金返済金は、旧村歳入不足に係る返

済金として1,521万8,000円を計上いたしました。 

 以上でございます。 

○議長（菊地文一君） 質疑を許します。30番小野寺

勝也君。 

○30番（小野寺勝也君） １点お聞かせをいただきま

す。 

 石綿管の有無の問題です。アスベスト問題が大変社

会的に問題になっておって、その除去が指摘をされて

いますが、水道管のいわゆる石綿管の有無について、

あるとすればどの地域にあるのか。あわせて、これは

次の会期になるわけですが、宇部地区にも石綿管がい

まだ残っているのではないかという話を聞くわけです

が、それらの現状と、この石綿管の更新の基本的な考

え方、お聞かせください。 

○議長（菊地文一君） 嵯峨水道事業所長。 

○水道事業所長（嵯峨喜代志君） ただいまのご質問

にお答えいたします。 

 石綿管につきましては、17年度でもって上長内は全

体を終了してございます。宇部地区にございましては、

現在、45号線の歩道工事を実施してございまして、そ

の部分に石綿管が存在してございます。これにつきま

しては、国道の歩道工事とあわせ、19年度までに完了

させたいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

〔発言する者あり〕 

○議長（菊地文一君） 嵯峨水道事業所長。 

○水道事業所長（嵯峨喜代志君） 山形分につきまし

ては、詳細にはまだ把握してはございませんが、相当

あるというふうには聞いてございます。 

 現在、簡水の整備等、日野沢あるいは荷軽部等の簡

水工事をやってございますが、今後、経営状況等を勘

案しながら、逐次石綿管の更新にも取り組んでまいり

たいというふうに考えてございます。 

○議長（菊地文一君） 37番大上精一君。 

○37番（大上精一君） 今、小野寺議員さんからお話

があったわけでありますが、実は旧山形村の議会のと

き、この問題が出たわけでありますが、川井簡水です

か、石綿管があるということで質問があったのに対し

て、水道管においては危険性がないというようなお考

えでご答弁があったわけでありますけれども、こちら

の方の久慈の皆様方の認識はどうであるのかわかりま

せんけれども、ここら辺についてのこれからのお考え

をお伺いいたします。 

○議長（菊地文一君） 嵯峨水道事業所長。 

○水道事業所長（嵯峨喜代志君） いずれにいたしま

しても、石綿管につきましては、山形村には千七、八

百メーター存在しておるところでございますが、今後

経営状況等を見ながら、簡易水道の老朽化もお話しさ

れてございますので、一緒にあわせて老朽管の更新に

取り組んでまいりたいというふうに考えてございます。 

○議長（菊地文一君） 手を挙げて議席番号をおっ

しゃってですね。37番大上精一君。 

○37番（大上精一君） ということは、危険性がある

というふうに認識をしておられるというふうに理解し

てよろしいでしょうか。 

○議長（菊地文一君） 嵯峨水道事業所長。 

○水道事業所長（嵯峨喜代志君） 医学的な部分につ

いては、まだ詳細に把握してはございませんが、人体

によくないというふうなことも言われてございますの

で、その辺を考慮しながら、今後検討してまいりたい

というふうに考えております。 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、平成17年度久慈市水道事業会計暫定予算につ

いて説明を求めます。嵯峨水道事業所長。 

○水道事業所長（嵯峨喜代志君） 次に、平成17年度
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久慈市水道事業会計暫定予算についてご説明申し上げ

ます。 

 予算実施計画によりご説明申し上げます。４ページ

をごらん願います。 

 第３条に係る収益的収入及び支出について申し上げ

ます。 

 収入でありますが、１款上水道事業収益は7,749万

3,000円を計上いたしました。内訳でありますが、１

項営業収益は、１目給水収益に4,810万6,000円を計上。

２目受託工事収益に759万1,000円、３目その他営業収

益に加入金等353万円を計上いたしました。 

 ２項営業外収益は、１目他会計補助金に1,818万

4,000円、２目雑収益に量水器再生使用収益８万1,000

円を計上いたしました。 

 ３項特別利益は科目存置でございます。 

 次に、２款簡易水道事業収益は435万9,000円を計上

いたしました。内訳でありますが、１項営業収益は、

１目給水収益に67万1,000円、２目その他営業収益に

２万1,000円を計上いたしました。 

 ２項営業外収益、１目他会計補助金は366万7,000円

を計上いたしました。 

 ３款営農飲雑用水給水受託事業収益は1,085万1,000

円を計上いたしました。内訳でありますが、１項営業

収益の１目給水収益に248万6,000円、２目受託工事収

益に833万4,000円、３目その他営業収益に３万1,000

円を計上いたしました。 

 次に、５ページをごらん願います。 

 支出でありますが、１款上水道事業費は３億19万

6,000円を計上しました。内訳でありますが、１項営

業費用は、１目原水及び浄水費に職員給与費、白山浄

水場の維持管理費、合わせて1,991万9,000円を計上。

２目配水及び給水費に職員給与費、給配水施設の維持

管理費等2,832万8,000円を計上いたしました。３目受

託工事費に117万4,000円を計上。 

 次に、６ページをごらん願います。 

 ４目総係費は、職員給与費、量水器検針委託費等、

合わせて877万1,000円を計上いたしました。５目減価

償却費は２億1,168万円を計上。６目資産減耗費は科

目存置でございます。 

 ２項営業外費用は、１目支払利息に企業債利子償還

及び一時借入金の利息合わせて2,615万6,000円を計上。

２目消費税及び地方消費税に269万5,000円を計上。３

目雑支出に水道料金に係る消費税の端数処理費として

147万円を計上いたしました。 

 ３項特別損失は科目存置でございます。 

 次に、２款簡易水道事業費は722万6,000円を計上い

たしました。内訳でありますが、１項営業費用は１目

原水及び浄水費に150万9,000円。７ページに移りまし

て、２目配水及び給水費に232万3,000円、３目総係費

に１万7,000円をそれぞれ計上いたしました。その内

容は、施設維持管理費及び事務費でございます。 

 ２項営業外費用、１目償還金は、簡易水道事業債償

還金337万7,000円を計上いたしました。 

 次に、３款営農飲雑用水給水受託事業費は、１項営

業費用に1,004万6,000円を計上いたしました。 

 １目受託管理費は、職員給与費、施設維持管理費、

合わせて521万8,000円を計上。 

 次に、８ページをごらん願います。 

 ２目受託工事費は482万8,000円を計上いたしました。 

 ４款予備費は500万円を計上しました。 

 次に、９ページをごらん願います。 

 資本的収入及び支出であります。 

 収入でありますが、１款資本的収入は１億7,649万

6,000円を計上いたしました。内訳でありますが、１

項企業債は、配水施設整備事業債１億4,000万円、２

項補助金は、一般会計補助金2,495万8,000円、３項負

担金は、一般会計負担金125万円、４款補償金は、水

道施設移設補償金1,028万8,000円をそれぞれ計上いた

しました。 

 次に、支出でありますが、１款資本的支出は１億

2,050万9,000円を計上いたしました。内訳でございま

すが、１項建設改良費の１目取水及び浄水施設整備費

は、田高ポンプ場の建築完了確認経費２万2,000円を

計上。２目配給水施設整備費は、配水管整備事業費等

6,453万4,000円を計上。３目営業設備費は、量水器購

入経費10万円を計上。 

 ２項企業債償還金、１目企業債償還金は、元金償還

金5,585万3,000円を計上いたしました。 

 なお、２条及び５条以下につきましては、昨日の提

案理由でご説明したとおりでございます。 

 以上で説明とさせていただきます。 

○議長（菊地文一君） 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 
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 以上で議案第２号の質疑を終了いたします。 

 次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 討論なしと認めます。 

 それでは、採決いたします。議案第２号「平成17年

度久慈市一般会計暫定予算ほか12件の暫定予算の専決

処分に関し承認を求めることについて」は、承認する

ことにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第２号は、承認することに決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第３ 議案第３号 

○議長（菊地文一君） 日程第３、議案第３号「町又

は字の区域の設定及び字の区域の廃止並びに字の名称

の変更の専決処分に関し承認を求めることについて」

を議題といたします。 

 質疑を許します。 

〔発言する者なし〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 討論なしと認めます。 

 それでは、採決いたします。議案第３号「町又は字

の区域の設定及び字の区域の廃止並びに字の名称の変

更の専決処分に関し承認を求めることについて」は、

承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第３号は、承認することに決定いたしました。 

 大変お疲れになったようでございますので、暫時休

憩いたします。再開は45分といたしたいと思いますの

で。暫時休憩します。 

午後３時33分   休憩 

──────────────────── 

午後３時45分   再開 

○議長（菊地文一君） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４ 議案第４号 

○議長（菊地文一君） 日程第４、議案第４号「公平

委員会の事務の委託に関する協議の専決処分に関し承

認を求めることについて」を議題といたします。 

 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 討論なしと認めます。 

 それでは、採決いたします。議案第４号「公平委員

会の事務の委託に関する協議の専決処分に関し承認を

求めることについて」は、承認することにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第４号は承認することに決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第５ 議案第５号 

○議長（菊地文一君） 日程第５、議案第５号「相互

救済事業の普通地方公共団体の利益を代表する全国的

な公益法人への委託に関する専決処分に関し承認を求

めることについて」を議題といたします。 

 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 討論なしと認めます。 

 それでは、採決いたします。議案第５号「相互救済

事業の普通地方公共団体の利益を代表する全国的な公

益法人への委託に関する専決処分に関し承認を求める

ことについて」は、承認することにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第５号は承認することに決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第６ 議案第６号 

○議長（菊地文一君） 日程第６、議案第６号「過疎

地域とみなされる区域に係る久慈市過疎地域自立促進

計画の策定の専決処分に関し承認を求めることについ

て」を議題といたします。 

 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 討論なしと認めます。 

 それでは、採決いたします。議案第６号「過疎地域

とみなされる区域に係る久慈市過疎地域自立促進計画

の策定の専決処分に関し承認を求めることについて」

は、承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第６号は承認することに決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第７ 議案第７号 

○議長（菊地文一君） 日程第７、議案第７号「指定

金融機関の指定の専決処分に関し承認を求めることに

ついて」を議題といたします。 

 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 討論なしと認めます。 

 それでは、採決いたします。議案第７号「指定金融

機関の指定の専決処分に関し承認を求めることについ

て」は、承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第７号は承認することに決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第８ 議案第８号 

○議長（菊地文一君） 日程第８、議案第８号「一般

職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例」

を議題といたします。 

 当局より説明を求めます。末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 議案第８号「一般職

の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例」に

ついてご説明申し上げます。 

 本改正案は、一般職の職員の給与を人事院勧告及び

岩手県人事委員会の勧告に基づく国・県の例に準じて

改正しようとするものであります。 

 改正の内容は、まず、職員の昇給を勤務成績に応じ

て行うとともに、きめ細かな勤務成績の反映のため、

現行の１号給を４号給に分割するものであります。 

 次に、55歳を超える職員については、昇給幅を半分

程度に抑制するため、昇給の標準を４号給とした基準

を２号給にするものであります。 

 また、職員の昇給は、その級の最高号給を超えて行

うことができないこととするものであります。 

 次に、各給料表において、官民較差に基づき給料月

額を改正しようとするもので、行政職給料表において

は、平均約4.8％の引き下げとなるものであります。 

 次に、附則の説明になりますが、本改正案は、本年

４月１日から施行しようとするもので、施行日の前日、

すなわち本年３月31日に受けていた級及び号給の切り

かえを附則別表第１及び第２の切替表のとおり行い、

切りかえに伴い、３月31日に受けていた給料月額に達

しない場合は、その差額を支給しようとするものであ

ります。 

 また、昇給に係る経過措置として、平成22年３月31

日までは、さらに１号給の減給措置を講ずるとともに、

本条例改正に伴い、関連する公益法人等への職員の派

遣等に関する条例及び職員の育児休業等に関する条例

の一部を改正しようとするものであります。 

 なお、議案参考資料として、条例の新旧対照表及び

人事院の民間給与実態調査による地域別官民給与の較

差の状況を添付しておりますので、ご参照願います。 

 以上で説明といたします。 

○議長（菊地文一君） 質疑を許します。20番田表永

七君。 

○20番（田表永七君） それでは、何点か質問いたし

ます。 

 まず１点目であります。勤務実績に応じた適切な給

与ということを導入するといいますか、うたっている

わけでありますが、このことにかかわって、この勤務

実績といいますか、勤務成績といったらいいでしょう

か、を評定するだろうと思うわけですが、その場合の

評定者はだれになるのか。 

 それから、評定の基準ですね。全協での配付資料に

よりますと、特に優秀、優秀、良好、良好未満という

ふうに４段階の区分が示されているわけであります。

こういったもののそれぞれの区分の基準というのは、

一体どうなのかと。 

 それから、評定結果が昇給に反映するという制度に

なるわけでありまして、いただいた資料によりますと、
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自動昇給の現状を変えていくというような趣旨も書い

てあるわけですが、その場合、評定はやっぱり限りな

くといいますか、可能な限り客観的なものでなければ

ならないと私は思うわけであります。ともすれば恣意

的な評定になるのではないかという懸念も私は持つわ

けでありますが、そうならないための歯どめはどう

なっているかということを、一連の問題として説明い

ただきたい。 

 二つ目でありますけれども、条例案改正の要旨とい

うのを全協でいただきました。その中に「職員の士気

を確保しつつ」とあるわけであります。非常に重要な

部分だろうとそう思うわけであります。先ほどの提案

説明でも平均4.8％引き下げを行う。そして最大の引

き下げ率の年齢層といいますかは７％というふうに説

明を受けているわけでありますけれども、こういった

新しい体系が士気の低下を呼び起こさないだろうかと、

私はそう思うわけで、そういうことであれば、給与改

善の意義はかなり薄れてくるのではないかと思うわけ

でありますけれども、そういうことについてはどのよ

うに考えておられるか。あわせて、職員組合との協議

はどうなっているのか。そういうことについてお伺い

したい。 

 最後、３点目でありますけれども、地域別の官民較

差の３年間の平均を、人事院あるいは県の人事委員会

はそれぞれ８月、10月に勧告を出しているわけであり

ますけれども、それを受けてという説明がございまし

たが、それは当然といえば当然なのではないかなと思

うわけですけれども、この案が実施された場合に、単

年度における節減額といいますか、は幾らになるのか。

試算があろうかと思いますので、お伺いいたします。 

 以上であります。 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） ただいまのご質問に

順次お答えをしてまいりたいと思います。 

 まず１点目の、評価をだれがするのかということで

ございますが、昇給を行う場合は、給与規則にのっ

とって、その者の職務について監督する地位にある者

の証明を得て現在も行うということになっております。

この今回の人事院では、勤務実績の反映をより強く打

ち出したところでございまして、いろいろとご心配を

いただいておりますけれども、評定の実施に当たって

は、公平性、客観性を保つために、できるだけ多くの

方がご理解いただけるように、従前１人で行っていた

評定、こういったものを複数で実施するなどの対策を

とっていくということで考えているところでございま

す。 

 評価の方法でございますが、この勤務成績区分を、

極めて良好な者から良好でない者まで５段階に区分を

いたしまして評定を行うということになっております。

この評定項目につきましては、勤務実績とか取り組み

姿勢、それから管理・監督者におきましてはリーダー

シップといったような項目、そういったことについて

も評価をするということを考えておりますが、今後さ

らに人事院規則の運用とか、あるいは他市の事例等も

検討して、よりよい評価を確立するようにしていきた

いというふうに考えているところであります。客観的

なものにするという努力を続けていかなければいけな

いと。十分検討していかなければならないというふう

に考えておりまして、逆に一生懸命働く職員、汗をか

く職員に対しては、むしろ士気を確保することができ

るというふうに考えているところでございます。 

 それから、組合の協議がどうなっているのかといっ

たようなことでございますけれども、職員組合とは昨

年来、人事院勧告の17年度の実施分、それから合併に

伴う勤務条件等の対応、それから今回のこの給与構造

に係る給与改正等につきまして、７回に及ぶ協議を

行ってきております。条例改正については、合意には

達していないものの、一定の理解は得られているもの

と考えているところであります。ただ、運用上の部分

について理解が及んでいないというところもあるとい

うふうに考えております。その辺については、理解を

得られるように継続して努めていきたいと。そして市

民に対し説明し得るような給与制度、その確立をして

まいりたいと考えているところでございます。 

 それから、節減額はいかほどかということでござい

ますけれども、先ほど説明申し上げましたとおり、現

給保障という制度でございますから、それが即、例え

ば18年度には節減になるというものではございません

が、その昇給の部分で抑制、それが出てまいりますの

で、18年度においては2,000万円程度の抑制になるん

ではないかというふうに試算をしているところでござ

います。 

 以上です。 

○議長（菊地文一君） 20番田表永七君。 
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○20番（田表永七君） それでは重ねて質問いたしま

すが、客観的な評定ができるように努力していくとい

うお話ですが、今後そういう努力をしていくという意

味だと受けとめましたが、現在についてはそういう対

策は確立していないと考えていいのか。４月１日実施

という提案ですから、そうではないだろうと、私はそ

う思って今質問しているわけであります。 

 それから職員組合、つまり働く者の士気の低下を私

は懸念するという質問を最初に行ったわけですけれど

も、それとの関連でやっぱり職員組合との話し合いは

誠意を持って、そして理解をしてもらうと。そういう

努力は必要なのではないかなと、そう思うわけであり

ます。そういう意味で、４月１日という実施時期とい

うのは、やっぱり無理なのかなと私は思うわけですけ

れども、場合によってはそういうことを考えてもいい

のではないかと。 

 そういうことについては、議案として提案していま

すから考えていないと、そういう答弁になるとは思い

ますけれども、その辺の障害点といいますか課題をど

うやって今後残された10日くらいの間に克服していく

のか。そういうことについて伺いたい。 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） この給与構造の改革

は、18年の４月１日から実施するということで、人事

院勧告等の内容になっておりまして、これに沿って進

めるというのが、私どもの責務だというふうに思って

おります。そして、今お話のありましたその評価につ

きましては、１月１日の昇給期ということになります

ので、その評価の方法につきましては一定の考え方を

持っておりますけれども、さらに規則等に委任すると

いうことになりますので、その段階でさらに理解を得

られるような工夫をする必要があるんではないかとは

思っているところでございます。ただ、先ほど申し上

げましたように、複数の者からの評価、こういったも

のを加えて、客観性を増していくというふうに考えて

いるところでございます。 

○議長（菊地文一君） 31番城内仲悦君。 

○31番（城内仲悦君） 何点か質問させていただきま

す。 

 まず１点目は、今度の改定というのは、50数年ぶり

の給与改定というふうに私は認識しているんですが、

それに対する、名前は条例の一部を改正するという名

前ですけれども、中身は極めて大変な中身だというふ

うに認識している立場から聞くわけですが、その１点

目は、組合との合意がないまま提案したという中身で

す。 

 これは、組合情報によれば、去年の10月12日に労使

協議が調わないうちに、一方的に議会提案をしないこ

とという要求に対しては、当局はそのように努めてい

るところであるというふうに文書で回答しているわけ

ですよね。まさに今、部長答弁のように、ないまま議

会に提案しているということ自体、私は極めてこれは

不自然といいますか、やり方として問題があるという

ふうに思うんですが、なぜこの50数年ぶりの抜本改正

なのに、そういった合意のないままやられたのか、再

度お聞かせいただきたいと思います。 

 ２点目は、今18年度のマイナス影響。あなた方は節

減と言いましたが、私はやっぱりマイナス影響だと思

いますが18年度2,000万あると。これは職員に対する

直接的な影響なわけですよね。それがやっぱり地域の

市民生活、市内の消費、そういったところへのマイナ

スについては計算しないんでしょうか。例えば、自治

労連といいますか、組合の中では290億、全県ですけ

れども、そのぐらいのお金が影響を受けるんだという

ことを指摘しているわけです、試算しているわけです。

269億ですね。そのようなお金が地域から消えちゃう

ということになるわけです。そのことについて、久慈

市内のかかわりではどうなのか。今2,000万というお

話聞きましたけれども、こういった市民生活、市内の

消費、景気へのマイナス影響。試算していたらお聞か

せいただきたいというふうに思います。 

 ３点目。組合と合意しないまま提案したということ

で、私は拙速な提案だと思うんですよ。例えば県内で

いえば平泉町。あそこは定例議会が３月行われていま

す。普通だとありますから。ところがその議会の答弁

で、そこの町長は、現在労働組合との協議中で、９月

定例議会までには何とか出したいという答弁している

んです。そういう慎重な対応をしているんですよ。私

はそういう意味では、この久慈市の対応というのは極

めて拙速だし、しかもこの臨時会ですよ、ここは。定

例会であれば、この問題は明らかに総務委員会に付託

になる議案なんですよ。 

 そこで議会としても十分時間をかけて問題を掘り下

げて、どういう問題なのかやれる。しかし、臨時会と
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いうのは付託もないし、この本会議だけで２回の質問

だけしかできない状況ですよ。なぜこの臨時会にあえ

て提案したのかお聞かせいただきたいと思います。 

 ４点目。部長の答弁では、人勧が出て岩手県人事委

員会が勧告したと。そのとおりやりますという答弁で

す。しかしこの問題、極めて問題なのは東北ブロック

６県ありますよね。いいですか、青森、秋田、福島。

ここは国の言った賃金の抑制策、導入していないんで

すよ。人勧出していないんですよ、同じ県で。 

 というのは、これは附則の11にかかわりますけれど

も、経過期間における昇給抑制についてであります。

これは国の施策で高いところと低いところとをつくり

ますよね。その高いところをやるために賃金抑制をし

て、その財源を生み出すんだということですけれども、

東北６県はすべて水準が低くなるんですよ。そうする

と、そのための財源を生み出す必要はないと。そうで

あれば、あえてこの賃金抑制の人勧を導入して、さら

に引き下げるということは必要ないんだということか

ら、青森、秋田、福島はやっていない。宮城県なんか

は給料表の提案までしていないんです。 

 東北６県そういう状況の中で、岩手県がやったこと

に対して、国がやりました、岩手県人事委員会がやり

ました、久慈市もそうやりますというやり方。これは

もう少し、あなた方は私どもが言うと、他市とか状況

を見ながらやりますという答弁返るけれども、事この

問題については、なぜ他市の状況とか、東北６県の状

況とか、県内の状況見てもさまざまあるのに、参考に

しないで導入することに決定したんですか。そこをお

聞かせください。このことは、導入した県と導入しな

い県、新たな賃金格差が出るんですよ、これは。久慈

は低いのがさらに低くなるんですよ。極めて問題じゃ

ないでしょうか。お聞かせください。 

 それから、５点目ですが、その評価の方法で、これ

までは１人で評価したと。これが複数で評価するんだ

ということでありますけれども、既に民間では評価入

れたですね、先行してやっていますね。その結果さま

ざまな問題が起きてきている。 

 具体的にいえば、いわゆる昇給制度の導入の中で、

いわゆる成果主義、人事給与制度。民間で既にやって

いるんですよね。その結果出てきているのは、職場の

チームワークを阻害するとか、モラルハザードを引き

起こすとか、それから、失敗を恐れチャレンジする精

神が減退している。それから、地味な部署や評価され

ない仕事に対するやる気を阻害する。そういうものも

出ているわけです。そういった中で、あえて公の職場

に、全体の奉仕者が働いている職場にあえて導入する

ことについて、もう少し慎重に検討すべきではなかっ

たかというふうに思うんですが、以上、お聞かせいた

だきたいと思います。 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） まず、組合と協議が

調わないまま提案するということが問題だということ

でありますけれども、先ほどから申し上げましたとお

り、７回にわたって、さらにまたこの人事院勧告その

ものは、８月になされているものでございまして、そ

の17年度に実施する部分と18年度に実施する部分と二

様に分かれてあると。その内容については知らないと

いうことはないと思います。 

 そして、この人事院勧告を実施するということが、

私どものとるべき対応だと思います。これまでも人事

院勧告が上げるという場合にも、完全実施するように

努力をしてまいりましたし、たとえ下がるといった場

合でも、これをそのとおり、人事院勧告どおり実施す

るというのが基本的なスタンスでございます。 

 それから、提案についてでございますが、この今回

の臨時議会。これの提案につきましては、先ほど来お

話を申し上げておりますけれども、４月１日から実施

するという勧告でございますので、これをにらんで準

備を進めてきたものでございます。そのために、２月

21日に全員協議会におきまして、両市村長が意思決定

をして、そして内容については説明をし、それで要旨

についてもご説明を申し上げたところでございます。

その点につきましては、ご理解を賜りたいものだとい

うふうに思っているところでございます。 

○議長（菊地文一君） 清水市長職務執行者。 

○市長職務執行者（清水恭一君） これは大変苦しい

選択でもあるわけですが、人勧以上でもなければ以下

でもございません。私たち自治体を経営する者にとっ

ては、大変厳しい時代が続いております。この間まで

は、失われた10年と日本は言われてまいりましたが、

しかしその10年間、国が方向性を失い、なかなか新し

い枠組みを示せなかったと言わざるを得ないようなと

らえ方も私はできると思っておりますが、そういった

中でも、個々の自治体は、私自身はむしろしっかりし



－42－ 

てきたのではないかなというとらえ方もできると思っ

ております。 

 俗に申し上げますと、親がだらしがないと子がしっ

かりするということになろうかと思いますが、今まで

は国や県の指導を受けながら、いわゆる上を向いて、

分配方式の中で自治体の経営をしてきたのではないで

しょうか。各自治体は、今まさに自分の足でしっかり

した方向性を見出しながら、自分の足で立っていかな

ければ、歩かなければならない時代になってきたこと

は、ご認識をいただいているとおりだと思っておりま

す。 

 その中で、この行政の役割というのは、まさに社会

の中で弱者と言われる方々に対するセーフティーネッ

トの構築を、市民とともに行っていくことに尽きると

いうふうに思っておりますが、いずれ、今後さらに地

域の存亡をかけた厳しい時代を迎え、そしてそれぞれ

の地域が未来に希望というような前向きな姿勢で取り

組めるシステムをどう構築するかが大きなポイントに

なってくるというふうに確信をいたしております。 

 さらに、行財政改革も進めていかなければならない。

そういったときに、この厳しい思いで進まなければな

らないわけですが、その先頭に立っていくのが私は市

の職員であるというふうに思っております。したがい

まして、ただただ給料を削られる、あるいは士気が下

がるというのではなく、自分たちが行政職員を志した、

そういう思いの中で、意気に感じて行動をしていただ

きたいというふうな思いの中で、今回の提案を申し上

げるものでございます。 

 いずれにいたしましても、その人勧、やはり大変私

は重いものであるというふうに認識をいたしておりま

すし、久慈市の新市の財政そのものも健全にやってい

かなければならない。そういう思いの中でのご提案で

ございますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 先ほど質問がありま

した、まず１点は他市の状況ということでございます

が、大多数は人事院勧告に基づいて、この３月議会に

提案をするというふうに聞いているところでございま

す。 

 それから、評価の方法に障害が起きるのではないか

ということでありますが、これは決していじめといい

ますか、一生懸命働いている者を評価しないとか、そ

ういうことではございません。その点、やる気をなく

さないような方法で、ある一定のシステムを確立すべ

きだというふうに考えているところでございます。 

 それから、経済への影響ということでございますが、

これは計算をしておりませんが、当市の財政状況は決

して楽ではないといいますか、厳しいところがござい

ます。市民に説明し得る給与制度をとにかく構築して

いかなければならないと。人事院勧告に沿って構造改

革をしなければいけないと考えているところでござい

ますので、ご理解賜りたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（菊地文一君） 31番城内仲悦君。 

○31番（城内仲悦君） 今、職務代理から答弁あった

ところですが、そういう思いがあるのであれば、そう

いう意味でこそ本当に職員との、組合との合意を得る

時間をきちっとつくってやるべきなんですよ。私はで

すね、合併しようがしまいが、今の財政状況はどこ

だって極めて厳しいですよ。合併しようがしまいが、

どの自治体だってかなりの節減なり、いろんな形での

合理化なり行革しなきゃならない、そうですよ。 

 きょうのＮＨＫのニュースでは、あの矢祭町では議

会を夜開くというんですね、土日とか。それは、日中

仕事休んで来られない議員がいるというのは問題なの

で、夜やって、そしてそのため、課長級は午前中休ま

せて夜の議会に出すというような方向も出すんだとい

うのがＮＨＫのニュースでありましたけれども、いろ

んな形で努力しているんです。だから、そういった意

味では職務執行者の答弁ですね。そういう答弁である

ならば、やはり私はそういう時間つくってやるべき

じゃなかったかというのが第１点です。 

 それから、答弁なかったんですが、東北６県のうち、

いいですか。さっき指摘した青森県、秋田県、福島県

は、宮城も含むそうですけれども、これは導入してい

ないんですよね。勧告もしていないんです、それぞれ

の県の人事委員会は。岩手県の場合はやりましたけれ

ども、しかし拙速にやる問題じゃないし、賃金格差が

出ると。新たな格差が出るんじゃないですか。そのこ

とは考えられませんか。私は出ると思うんですが、そ

の辺どういう格差が出るのかお聞かせをいただきたい

と思います。 

 それから、そのマイナスの計算していないと言うん

ですが、直接的な影響で2,000万。それがいろんな関
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連する保育園とか、あるいは農協もそうですけれども、

そういった公共的なものにそのことが全部影響してく

るわけですね。そうしますと、市内の市民生活、消費

あるいは景気へのマイナス影響ですね。やはりきちん

と私は計算すべきだというふうに思うんですが。ない

というのであれば仕方ありませんけれども、そういっ

た吟味が必要だというふうに思うので、お聞かせを願

いたいというふうに思います。 

 それから、先ほど最後に答弁あったんですけれども、

いわゆる選択的といいますか、成果主義、評価主義と

いいますか、そういった給与制にしていくんだと。そ

ういった場合に、人勧のＡＢＣＤを見ますと、Ａは

５％。これは中間層で５％。Ｂは20％。いわゆる相対

評価なんですよね。例えばこれ百歩譲って導入したと

しても、５％というのはほんの一握りですよ。そうす

ると、そこにまた、いや同程度頑張ったけれども、お

前は上でおれは下だなという、その逆の意味での出て

くる。 

 これが絶対評価であれば、いずれ５人いても10人い

ても、20％と30％ぐらいいても、いいやつはいいんだ

という評価なんだけれども、初めからＡは５％、Ｂは

20％というふうな形での、この説明でいうと分布率と

言っていますよ。そういう尺度にやりなさいといって

この説明書に書いていますけれども、そうしますと、

本当にもう新たな差別、選別がそこの中で起きてくる

ということは客観的に明らかでないかと。 

 しかも民間施設で先行実施しているところで、さっ

き申し上げた弊害が起きているんだということも見た

上で導入するということをきちんとやっていかないと、

検討しないと私はだめだと思うので、これはぜひ、拙

速なやり方でなくて、組合との話し合いをきちんとし

た上で、やっぱり具体化をすべきだというふうに思う

ので、再度お聞かせください。 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） まず、この評価につ

いてでございますが、Ａ、Ｂ合わせて20％あるいは

５％という分布率があるということについてでござい

ますけれども、現在の制度でも特別昇給という制度が

あって、これが15％という枠がはめられてあるわけで

ございまして、これがやや細かくなるということでご

ざいます。 

 そしてどういう方々をその枠に、何といいますか、

高く評価をするかということにつきましては、それは

これからその運用等につきましては、組合等と話し合

う用意はしてございますということでございます。こ

れはまだ少し先の話になりますので、一つの大きな枠

があるわけですから、この中でその制度の趣旨を踏ま

えて、さらに協議を詰めて、運用の部分でございます

ので、それは詰めてまいらなければならないというと

ころに考えているところでございます。 

 それから、実際、この運用といたしまして、よそで

は人事院勧告のとおりしないということをおっしゃっ

ておりますけれども、実際の運用として、この均衡の

原則というのは、地方公務員法の第24条に定められて

いるわけでありますけれども、国の人事院勧告あるい

は県の人事委員会勧告、これを受けて、これに準ずる

ことによって、この均衡の原則が実現されるというふ

うに行政実例でもうたわれているところでございます。

そういう立場で私どもは仕事をしていくべきだという

ふうに考えているところでございます。 

〔「要するに格差が生じないのかということ

です。東北６県で３県やっていないじゃな

いですか。人勧を実施していないじゃない

ですか。導入していないじゃないですか。

格差が生じませんか」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 人事院勧告で基準が

示されたわけです。それに合わせて実施すべきだとい

うふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（菊地文一君） 30番小野寺勝也君。 

○30番（小野寺勝也君） 今の問題で４点お尋ねをい

たします。 

 第１点、総務企画部長、人事院勧告に基づいてとい

うことですよね。そこで4.73％、資料を求めたら出て

いますね。北海道、東北。4.73％は実数でいえば、民

間企業でいえば34万9,486円。公務員が36万6,860円で

すか。給与額でいえばそれが4.73％の数字になります

か。それが第１点。 

 それから、資料を提示いただきましたが、4.7％と

いうのがありますが、それでは2004年と2005年の北海

道、東北各県のそれぞれの人事委員会が調査をしてい

ますね。民間企業は幾らだ、公務員は幾らだと。それ

ぞれ幾らになっているのか、数字でお聞かせください。 
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 ３点目。この中高年層についての約７％の引き下げ

ですね、30歳以降ですか。これの根拠。具体的にお示

ししてください。 

 ４点目は、この勤務成績の問題です。先ほど来出て

いますが、評価システムですね。公務労働において、

例えば、私は市民から相談を受けたと。それに対して、

ある職員は経過や結果も含めて、懇切丁寧に説明をし

て理解を求める。一定の時間かかりますわね。しかし

一方では、結論だけ言えば短い時間で済むわけですよ。

そういうので見た場合に、どっちが優秀な職員という

ことになるんですか。やはりシステムの観点、視点は、

住民にいかに親切丁寧にと、住民の利益のためにとい

うことが基本でなければならないのではないでしょう

か。その４点についてお聞かせください。 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） この4.8％というの

は、人事院勧告等で示されている率でございます。そ

して人事院勧告等で示された給料表が、お手元にお配

りの議案のとおりとなっているものでございます。そ

れを計算するとその率になると。なぜ4.8％なのか、

なぜ高齢者が7.0％の抑制という数字になっているの

かということについて示されておりませんが、いずれ

中高年層につきましては抑制、そして若年層につきま

しては給料を上げるというようなことで、給与カーブ

のフラット化、これを進めるべきだ。それによって、

若い方々の働く意欲も増すというふうに理解している

ところでございます。 

 それから、他県の調査というものについては、つか

んでおりません。しかし、この人事院勧告の制度に

のっとって──私どもについては人事委員会という委

員会を持っておりません。持っていない自治体が、ど

のようにしてこの給与の維持を図っていくかというこ

とにつきましては、人事委員会勧告に従って進めてい

くということでございますので、ご理解をいただきた

いと思います。 

 それから、成績、評価システムということですけれ

ども、これはやはり市民に親切でご理解をいただける、

今までお話を申し上げております市民の満足度の向上

を図る、それに沿って取り組んでいる職員というのは

高く評価されるべきものだと思います。コストだけで

はないということは十分理解しているところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（菊地文一君） 30番小野寺勝也君。 

○30番（小野寺勝也君） 実は、北海道と東北の各県

の人事委員会が2004年と2005年に調べたのがあります。

そして今回の4.73％の民間と公務員の比較は、先ほど

言いましたように民間が34万9,486円。ところがです

ね、34万9,486円という数字以下は東北に一つもない

んですよ。もちろん北海道にもない。北海道は38万か

ら９万、青森で36万から38万、秋田、総じてそうです。

34万9,486円という数字はまさに根拠がないんですよ。 

 総務企画部長、先ほど優秀な職員と言いましたね。

人事委員会から言われたと、中身はわかりませんと、

しかしやりますというのは優秀な職員、優秀な幹部職

員になりますか。私はね、おやりになるならいいんで

す、それは。ただ、事実に基づいて、具体的根拠に基

づいてやらなかったらだめじゃないですか。事実認識

をやらないで、上から言われたからやりますというこ

とではね。再度お答えをいただきたい、具体的に。言

われたからやるじゃだめですよ。 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 地方公務員につきま

しては、例えば県とか政令指定都市などにおきまして

は、その職員の給与に関する調査研究を行う人事委員

会ということが設置されておりまして、そのような団

体であれば、いろいろと調査をすることができると思

いますけれども、人事委員会を持たない地方公共団体

におきましては、国の改定に準ずるということでござ

いまして、先ほど申し上げましたが、地方公務員法の

24条の定めによりまして、この均衡の原則にのっとっ

ていく。結果として人事院勧告の内容、この公務員の

給与水準というものが、それで定められるといったよ

うな状況にございますので、これに準ずるということ

が法律によった運用だというふうに考えているところ

でございます。そういうことでご理解いただきたいと

思います。 

○議長（菊地文一君） 34番濱欠明宏君。 

○34番（濱欠明宏君） いろいろと聞きました。私は、

執行部がお話ししていることは十分理解できるんです。

そして評価の問題も、私は性善説ということを基本に

据えて、当然公務員はなされているだろうと思います

から、私はそういう点については余り心配していない。

市は当然に、部長の説明のとおり、これらの調査の所
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管がないというようなことで、人事院勧告あるいは人

事委員会の勧告を、これまでもベースアップであれダ

ウンであれやってきたというのは、そのとおりだと私

は思います。だけれども、労使交渉が終結、妥結され

ていないという状況の中にあって、議決をもってこれ

を執行するという状況は、少し無謀かなという気が私

は若干するんです。 

 やはりこういう問題ですから、組合の方もそれなり

の理由があって、なお、今妥結していないとすれば、

職員組合の理由は何なのかというのが明確にされない

と、私はこれを判断し得なくなるんですよ。議決を

もって４月１日から執行するんだというふうなことで

これから臨まれては、議会がいわば労使交渉に介入す

る格好にもなる危険性がある。私は労使交渉の、要す

るに職員組合のなお妥結していない理由について説明

していただきたいと思います。 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 私どもは、条例提案

については合意はできないけれども、一定の理解を示

していると認識をしております。ただ、運用の上にお

きまして、先ほどの評価の部分、方法、それから昇給

についての評価の部分、そういったこと等について、

これからもう少し詳しく詰める部分があるのではない

かとは認識しているところでございます。 

○議長（菊地文一君） 10番戸﨑武文君。 

○10番（戸﨑武文君） 今聞いていまして、当局の答

弁の中で、ちょっと勉強不足があるんじゃないかなと

思って聞いていたんですけれども、先ほど人事院勧告

をこれまで尊重してきたという答弁があったんですけ

れども、この人事院勧告が完全実施されるまでの間と

いうのは、私たちはここの職員組合の方々も一緒なん

だけれども、公務員共闘ということの中で、処分を何

回もされながら、闘ってかち取ってきたものですよ。 

 人事院勧告を即実施したような答弁がさっきあった

のでね。これは事実に反することじゃないかなと。４

月１日ということで人事院が勧告したのを、４月１日

までさかのぼってきちんとやったのはいつからだと。

最初はもう完全に無視なんですよ。ストライキ権を取

っておきながら、奪っておきながら、人事院が勧告し

たものを自治体が守らない。こういうようなところは

もう少し調べて勉強していただきたいということがま

ず一つ。 

 それからもう一つは、先ほど来から国や県の人事委

員会が勧告したからという説明がたびたび出てくるん

ですよね。これではいけないと私は思うんです。なぜ

いけないか。今度の合併だって、分権型社会に移行す

る中で、受け皿づくりをしなければならないんだから、

そのためには合併をした方がいいですよということが、

合併を進める一つのひな形というか、説得といいます

かね。そういうようなことで説明もされてきたわけで

す。 

 ところが今聞くというと、国・県が勧告したからこ

うしたんだと。私はもっと主体的に、久慈市はこうだ

からこういうようにしなければならないという、そう

いう受けとめ方をするべきだと。考え方を、そこをそ

ういうふうに変えていくべきだと。今までであれば、

国・県に言われたとおりに、責任逃れにもなったんで

すよね。国・県がこうだからというようなこと。これ

からの社会は、それではいけないと私は思います。も

う少し主体的に、久慈はこうだから職員の給与をこう

しなきゃならないという、そういう視点で物を考えて、

運んでいかなければならないと私は思います。でなけ

れば分権型社会が全然進まないでしょう。地方分権に

ならないでしょう。私はそう思うんです。 

 それからもう１点は、いわゆる勤務実績の評定です

けれども、これも私たちもこれの阻止で何回も闘いま

したけれども、人が人を評価する、評定する。しかも

それが給料に反映するような仕組みというのは、非常

に危険性をはらんでいると思います。そこのところに、

職員同士には、お前なかなか立派だったから、今度昇

給しても当たり前だなという雰囲気が出てくればいい

でしょうが、その逆の方が心配されるんですよ、さっ

きから指摘されているように。 

 そういうようなことをやっぱり、じっくり考えてい

かなければ、さっき士気を維持向上させると言いまし

たけれども士気は、きょうの「日報」の風土計を見ま

したか。士気が高まるわけないでしょう。給料下げる

から一生懸命頑張ってやれよと、端的に言って。私た

ちが闘ってきたのはですね……。 

○議長（菊地文一君） 戸﨑議員、簡潔に。 

○10番（戸﨑武文君） 有能な人材を得るために、ど

うしても待遇改善をしなきゃならないということで

やってきたわけですからね。今少々よくなったから、

すぐ下げるというのは間違いであると。 
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 それから、最後もう１点は、評定の項目を透明性を

高めるためにも、やっぱり公開すべきだと思うんです

がどうですか。 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） 順番にお答えをいた

します。 

 初めに、人事院勧告が以前、何十年か前かに守られ

てこなかったといったことについては承知をしている

ところでございます。それを守るようにするというの

が、何とか守るようにするというのが、私どもの務め

だと思っております。それが先ほどから申し上げてお

ります法律に基づく均衡の原則、これに当たるという

ふうに考えております。そのすべというのは、人事院

勧告を守ることだというふうに考えておるところでご

ざいます。 

 民間との均衡、較差があります。その較差をはかる

すべというのは、私どもは調査研究機関を持っており

ませんから、それから同様の規模の事業所、そういっ

たことがどこにあるべきなのか。さまざまな、高いと

言う人もいらっしゃれば、安いと言う人もいらっしゃ

るでしょう。そういった中で国の人事院勧告、この一

つの基準があって、それを守るということが均衡の原

則にのっとることであるというふうに思っております

ので、ご理解をいただきたいと思います。 

 それから、勤務実績につきましては、ご心配する部

分はありますが、そうならないように、より多くの方

から理解得られるようなシステムに積み上げていかな

ければならないというふうに考えているところでござ

いますので、その点についてもご理解をいただきたい

というふうに思います。 

 それから、評定の内容について、あるいは項目につ

いて公開をするという考えは、現段階では考えており

ません。 

 以上です。 

○議長（菊地文一君） 10番戸﨑議員。 

○10番（戸﨑武文君） その評定された個人にも、今、

公開の考えはないということですけれども、私は評定

したものを指導に役立てていくべきだと思うんですよ。

あなたはもう少しこういうようなところは、職責遂行

上、こういうようなところをもっと頑張っていけよと

か何とか指導がなければ。評定のしっぱなしではいけ

ないと思うんですよ。そうして、どんどん職員の能力

を向上させていく、こういうようなことにならなけれ

ば、行政サービスの向上につながらないと思う。そう

いう点について、どう考えますか。 

○議長（菊地文一君） 末﨑総務企画部長。 

○総務企画部長（末﨑順一君） ただいまの個人に対

する、指導して士気を高めるといったことについては、

十分研究といいますか、検討に値するものだというふ

うに考えているところでございます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 これより討論に入ります。 

 討論の通告がありますので、これを許します。31番

城内仲悦君。 

〔31番城内仲悦君登壇〕 

○31番（城内仲悦君） 私は、日本共産党久慈市議団

を代表し、議案第８号「一般職の職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例」に反対の討論をします。 

 反対の第１の理由は、今回の給与改定が50数年ぶり

の抜本改定という内容にもかかわらず、労働組合との

しっかりした話し合い、そして合意がなされないまま

一方的に議会へ提案されたことであります。職場情報

第164号によれば、2005年10月12日、労使協議が調わ

ないうちに一方的に議会に提案しないこととの要求に

対し、当局は、そのように努めているところであると

文書で回答していることからも明らかであります。 

 反対の第２の理由は、本議案は本来、定例議会に提

案され、常任委員会へ付託され、十分慎重に審査が行

われなければならない重要案件であり、職員の生活、

働く意欲にもかかわる重大な内容を含んでいる議案で

あり、本臨時議会の拙速な提案に心の底から怒りと抗

議をするものであります。 

 反対の第３の理由は、附則11の問題であります。経

過期間の賃金抑制の導入であります。これは給与改善

される部分の原資、財源確保のための措置、給与水準

が低下するだけの地方自治体では、財源を確保する必

要がない。このことから、岩手県は導入しましたが、

同じ東北ブロックの青森、秋田、福島県は、その必要

性なしとして導入の勧告をしていません。このことか

ら、導入した県としない県、導入した市町村としない

市町村との新たな給与格差が生じてくると考えられる

からであります。 

 反対の第４の理由は、勤務実績に基づく昇給制度の
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導入の問題であります。民間では既に成果主義人事給

与制度が導入され、その破綻が浮き彫りになっている

ことが報告されています。それによれば、１、職場の

チームワークを阻害する。２、モラルハザードを引き

起こす。３、失敗を恐れ、チャレンジ精神が減退する。

４、地味な部署や評価されない仕事に対するやる気を

阻害すると報告されています。公務職場は全体の奉仕

者として、公正、中立、安定、継続性、そして組織的

な業務遂行が求められるものと考えます。能力、実績

主義の評価制度による査定賃金制度が一方的に導入さ

れれば、権力者への忠誠、服従が求められ、全体の奉

仕者としての公正性や中立性が損なわれることは明ら

かであり、合併間もない久慈市にとっても極めて重要

な問題をはらんでいることを指摘し、反対の討論とい

たします。議員各位のご賛同を心からお願いを申し上

げ、降壇いたします。 

○議長（菊地文一君） ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 討論なしと認めます。 

 それでは、採決いたします。議案第８号「一般職の

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例」につ

いては、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立

を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地文一君） 起立多数であります。よって、

議案第８号は原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第９ 議案第９号 

○議長（菊地文一君） 日程第９、議案第９号「岩手

県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の

増減及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更の

協議に関し議決を求めることについて」を議題といた

します。 

 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 質疑を打ち切ります。 

 次に、討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） 討論なしと認めます。 

 それでは、採決いたします。議案第９号「岩手県市

町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増減

及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更の協議

に関し議決を求めることについて」は、原案のとおり

決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第10 閉会中における委員会の所管事項

調査の件 

○議長（菊地文一君） 日程第10、閉会中における委

員会の所管事項調査の件を議題といたします。 

 各委員長から申し出のありました閉会中の委員会調

査につきましては、お手元に配付いたしてあります閉

会中の所管事項調査申出書のとおり決することにご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（菊地文一君） ご異議なしと認めます。よっ

て、閉会中における委員会の所管事項調査については、

各委員長申出書のとおり、それぞれ決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

閉会 

○議長（菊地文一君） 以上で本臨時会の日程は全部

終了いたしました。 

 これで第１回久慈市議会臨時会を閉会いたします。 

午後４時49分   閉会 


